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本
誌
記
事
、写
真
、イ
ラ
ス
ト
な
ど
の
無
断
転
載
を
禁
じ
ま
す
。

〈
編
集
後
記
〉 

本
誌
に
４
度
目
の
春
が

め
ぐ
っ
て
き
た
。定
期
刊
行
物
と
な
っ

て
第
一
期
７
号
分
の
企
画
編
集
に
携

わ
っ
て
み
て
、
東
外
大
の
学
生
、
卒
業

生
、
教
職
員
は
も
ち
ろ
ん
、
さ
ま
ざ
ま

な
か
た
ち
で
関
わ
り
を
も
つ
人
び
と

の
表
情
の
ゆ
た
か
さ
を
、
毎
号
目
の
当

た
り
に
し
て
、
そ
の
度
こ
ち
ら
ま
で
ゆ

た
か
な
気
分
に
な
っ
た
。４
月
か
ら
は

新
学
長
の
も
と
、
東
外
大
の
ひ
と
も
組

織
も
、
そ
し
て
本
誌
も
あ
ら
た
な
航
海

に
出
る
。前
途
洋
々
た
る
こ
と
を
祈
る
。

（
編
集
子
）
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特
集

世
界
へ

広
が
る
輪

知
の
蓄
積
を

社
会
と
共
有
す
る

創
立
以
来
、
世
界
の
言
語
と
地
域
文
化
、

そ
し
て
国
際
関
係
に
つ
い
て
研
究
を
重
ね

て
き
た
東
京
外
国
語
大
学
。そ
の
使
命
は
、

国
際
社
会
に
関
す
る
豊
か
な
知
識
と
理

解
を
も
っ
た
創
造
性
あ
ふ
れ
る
人
材
を
育

成
す
る
と
と
も
に
、
東
外
大
な
ら
で
は
の

知
を
広
く
社
会
に
還
元
す
る
こ
と
。長
年

の
研
究
で
培
わ
れ
た
有
形
・
無
形
の
知
の

蓄
積
を
、地
域
は
も
と
よ
り
、社
会
、日
本
、

そ
し
て
世
界
へ
広
く
発
信
し
て
い
る
。

文
・
グ
ロ
ー
ブ
ヴ
ォ
イ
ス
編
集
室　

写
真
・
竹
井
俊
晴
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1Case

3Case

2Case

外
国
語
教
育
に
関
し
て
、
国
内
で

も
随
一
の
伝
統
と
実
績
を
誇
る

東
外
大
が
外
国
語
習
得
の
た
め
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
一

般
に
公
開
し
て
い
る
。
東
外
大
の
教
員

と
大
学
院
生
を
中
心
と
し
た
１
０
０
人

以
上
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
、「
Ｔ
Ｕ

Ｆ
Ｓ
言
語
モ
ジ
ュ
ー
ル
」
だ
。
一
口
に

外
国
語
習
得
と
い
っ
て
も
、「
正
し
い

発
音
を
身
に
つ
け
た
い
」「
と
り
あ
え

ず
日
常
会
話
だ
け
で
も
」「
ま
ず
単
語

で
基
礎
を
固
め
た
い
」
な
ど
人
に
よ
っ

て
目
的
は
さ
ま
ざ
ま
だ
。
こ

う
し
た
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
た
め
、
Ｔ
Ｕ
Ｆ
Ｓ
言
語

モ
ジ
ュ
ー
ル
は
、「
発
音
」

「
会
話
」「
文
法
」「
語
彙
」
の

４
つ
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
に
分
か

れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
急
に

ベ
ト
ナ
ム
に
出
張
が
決
ま
っ

た
が
、
ベ
ト
ナ
ム
語
を
一
度
も
聞
い
た

こ
と
が
な
い
。
発
音
だ
け
で
も
速
習
し

た
い
。
こ
ん
な
と
き
は
ベ
ト
ナ
ム
語
の

発
音
モ
ジ
ュ
ー
ル
が
役
に
立
つ
。

　

現
在
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
語
や
ト
ル
コ
語

な
ど
学
ぶ
手
段
の
少
な
い
言
葉
を
含
め
、

22
の
言
語
が
一
般
に
公
開
さ
れ
て
い
る
。

同
じ
フ
ラ
ン
ス
語
で
も
、
カ
ナ
ダ
の
ケ

ベ
ッ
ク
州
・
ス
イ
ス
な
ど
、
地
域
に
よ

る
差
異
ま
で
カ
バ
ー
し
て
い
る
の
は
東

外
大
な
ら
で
は
。
子
供
向
け
英
語
や
外

国
人
向
け
の
日
本
語
モ
ジ
ュ
ー
ル
も
用

意
さ
れ
て
い
る
。

国
際
社
会
で
は
、紛
争
や
貧
困
、地

球
温
暖
化
な
ど
と
い
っ
た
諸
問

題
が
深
刻
化
し
て
い
る
。
国
連
を
は
じ

め
と
す
る
国
際
機
関
の
役
割
が
ま
す
ま

す
重
要
に
な
る
一
方
、
日
本
で
は
ま
だ

ま
だ
こ
う
し
た
舞
台
で
活
躍
し
て
い
る

人
材
が
乏
し
い
。
実
際
、
日
本
は
国
連

へ
の
分
担
金
拠
出
の
割
合
が
12
・
５
％

（
外
務
省
調
べ
）
と
ア
メ
リ
カ
に
続
き

２
位
で
あ
り
な
が
ら
、
国
連
で
働
く
日

本
人
の
割
合
が
あ
ま
り
に
も
少
な
い
の

だ
。
こ
の
ま
ま
で
は
国
際
社
会
で
の
日

本
の
存
在
感
は
薄
れ
、
影
響

力
の
低
下
に
一
層
拍
車
が
か

か
っ
て
し
ま
う
。

　

そ
こ
で
、
東
外
大
は「
臨

地
教
育
実
践
に
よ
る
高
度
な

国
際
協
力
人
材
養
成
」
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
立
案
し
た
。
東
外

大
の
特
色
で
あ
る
、
高
度
な

現
地
語
資
料
の
読
解
・
分
析
能
力
に
加

え
、
豊
か
な
臨
地
体
験
を
駆
使
し
て
現

代
社
会
に
生
じ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に

取
り
組
む
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
専
門
家
の
養

成
を
目
指
す
も
の
だ
。

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
２
０
０
９
年
に
、

文
部
科
学
省
の「
組
織
的
な
大
学
院
教

育
改
革
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
採
択
さ

れ
た
。
こ
れ
を
機
に
、東
外
大
は
、国
際

連
合
教
育
科
学
文
化
機
関（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ

Ｃ
Ｏ
）、
経
済
協
力
開
発
機
構（
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
）、
国
際
移
住
機
関（
Ｉ
Ｏ
Ｍ
）
と
の

間
に
イ
ン
タ
ー
ン
派

遣
に
関
す
る
覚
書
を

取
り
交
わ
し
、
各
種

国
際
機
関
に
、
大
学

院
総
合
国
際
学
研
究

科
国
際
協
力
専
攻
の

博
士
前
期
課
程
で
学

ぶ
学
生
た
ち
を
次
々

に
送
り
出
し
た（
※
1
）。

　

３
年
間
に
わ
た
る
国
か
ら
の
支
援
が

終
了
し
た
後
も
、
国
際
教
育
支
援
基
金

（
※
2
）
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
国
際
機
関

へ
の
イ
ン
タ
ー
ン
派
遣
を
続
け
て
い
る
。

　

東
外
大
の
大
き
な
強
み
は
、
高
い
語

学
力
を
養
う
教
育
機
関
で
あ
る
と
同
時

に
地
域
研
究
の
拠
点
で
も
あ
る
こ
と
。

単
な
る
支
援
や
援
助
と
異
な
り
、
当
該

地
域
の
社
会
や
文
化
を
深
く
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
。
さ
ら
に
イ
ン
タ
ー
ン
派
遣

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
経
験
す
る
こ
と
で
、
学

生
は
国
際
協
力
と
地
域
研
究
と
い
う
２

つ
の
視
野
を
併
せ
持
つ
。
こ
う
し
た
人

材
を
、近
い
将
来
、国
際
機
関
に
送
り
出

す
こ
と
も
東
外
大
の
使
命
な
の
だ
。

あ
る
国
の
こ
と
を
知
り
た
い
と
思

っ
た
ら
、
そ
の
国
を
訪
ね
る
の

が
一
番
だ
が
、
国
内
に
い
な
が
ら
に
し

て
外
国
の
雰
囲
気
を
味
わ
え
る
の
が
、

外
語
祭
だ
。
国
際
色
豊
か
で
ユ
ニ
ー
ク

な
企
画
の
数
々
が
評
価
さ
れ
、
昨
年
学

園
祭
グ
ラ
ン
プ
リ
の
栄
冠
に
輝
い
た
。

　

28
の
国
や
地
域
の
食
文
化
を
味
わ
え

る「
専
攻
語
料
理
店
」は
、
普
段
な
か
な

か
口
に
で
き
な
い
異
国
の
味
を
堪
能
で

き
る
。
５
日
間
で
約
30
本
上
演
さ
れ
る

「
語
劇
」も
見
逃
せ
な
い
。
脚

本
か
ら
演
出
、
字
幕

に
大
道
具
、
演
者

ま
で
、
す
べ

て
学
生
の
手
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
の
だ

が
、
こ
れ
が
な
か
な
か
本
格
的
。
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
に
コ
メ
デ
ィ
、
文
学
作
品
と

ジ
ャ
ン
ル
も
幅
広
い
。

　

キ
ャ
ン
パ
ス
の
至
る
所
で
世
界
の
伝

統
芸
能
が
見
ら
れ
る
の
も
外
語
祭
の
醍

醐
味
。
フ
ラ
メ
ン
コ
、ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
舞
踊
な
ど
、
世
界
中
の

舞
踊
や
音
楽
を
間
近
で
体
感
で
き
る
。

　

来
場
者
か
ら
は
、「
学
校
の
特
色
を

い
っ
ぱ
い
活
か
し
て
い
て
素
敵
で
し

た
！
」（
10
代
男
性
）、「
専
攻
語
料
理
店

の
食
べ
歩
き
が
楽
し
か
っ
た
」（
30
代
女

性
）
と
好
評
だ
。
毎
年
秋
の
５
日
間
を

待
ち
遠
し
く
思
う
リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
い
。

外
語
祭

パ
ス
ポ
ー
ト
の
い
ら
な
い

５
日
間
の
世
界
旅
行

T
U
F
S

言
語
モ
ジ
ュ
ー
ル

外
国
語
習
得
ノ
ウ
ハ
ウ
を

ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
公
開モンゴル語、インドネシア語、ヒンディー語、

アラビア語などの多言語が学べる
（トップページのデザインは４月に

リニューアル予定）。
2012年にはスマートフォン対応版も公開した。

キャンパスは世界中の民族衣装に
身を包んだ学生たちで鮮やかに彩られる。
2012年の来場者数は延べ4万人。

イ
ン
タ
ー
ン
派
遣

プ
ロ
グ
ラ
ム

国
際
機
関
で
活
躍
す
る

人
材
の
育
成
を
目
指
す

首都圏66の大学の頂点
「学園祭グランプリ」のMVPを
受賞した第90回外語祭。
トロフィーは日比野克彦作。

小川友理恵 インターン先：経済協力開発機構（OECD）
パリ本部広報局／期間：6カ月

OECD50周年フォーラムの企画運営に携わりました。大規模な国際会
議とあって、あらゆることを経験しました。フォーラムにはヒラリー・クリ
ントン米国国務長官（当時）やフィヨン仏首相（同）、バローゾ欧州委員会
委員長らが出席され、裏方とはいえハイレベルな国際舞台にかかわるこ
とができました。インターンシップでの最大の収穫は、雲の上の存在だ
った国際機関が、進路の1つとして考えられるようになったこと。同時に、
自分に足りない部分を嫌というほど見つめ直す機会にもなりました。

●文部科学省の支援を受けてインターンシップを実施した機関 （2010年3月～2012年1月）

国連大学ＮＹ事務所

国連人口基金ＮＹ本部　

世界銀行エチオピア事務所 （アディスアベバ）

国際移住機関 （ジュネーヴ、バンコク）

世界貿易機関 （ジュネーヴ）

国連ジュネーヴ事務局

国連人道問題調整事務所 （ニューヨーク）

国連教育科学文化機関 （バンコク、モスクワ、パリ、
北京、ウィントフック）

経済協力開発機構 （パリ）

国連人権高等弁務官事務所 （ジュネーヴ）

国連広報センター （イスラマバード）

インターンを通じて、多国籍の
仲間と絆ができる。

（
※
1
）組
織
的
な
大
学
院
教
育
改
革
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
詳
細
は

http://w
w
w
.tufs.ac.jp/is/circle/atpic/

（
※
2
）国
際
教
育
支
援
基
金
を
受
け
た
学
生
の
報
告
書
は

http://w
w
w
.tufs.ac.jp/education/pg/m

aster/
m
aster_internship/

Voice│国際協力専攻 インターンシップ経験者の声
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4Case6Case

7Case 5Case

Ｕ
Ｆ
Ｓ
オ
ー
プ
ン
ア
カ
デ
ミ
ー

は
、
地
域
に
開
か
れ
た
学
術
的

な
生
涯
学
習
の
場
と
し
て
、
２
０
０
６

年
10
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。
東
外
大
に

よ
る
社
会
貢
献
の
１
つ
で
、
一
般
に
向

け
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
に
必
要
な

知
と
教
養
の
獲
得
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
取

り
組
み
だ
。

　

オ
ー
プ
ン
ア
カ
デ
ミ
ー
は
、
夜
間
の

語
学
を
中
心
と
し
た「
ア
カ
デ
ミ
ー
講

座
」
と
、
学
生
と
と
も
に
正
規
の
授
業

を
受
講
で
き
る「
市
民
聴
講
生
制
度
」

か
ら
な
る
。
２
０
１
３
年
度
の
ア
カ
デ

ミ
ー
講
座
は
、
21
言
語
の
語
学
講
座
と

教
養
講
座
を
予
定
。
フ
ラ
ン
ス
語
や
イ

タ
リ
ア
語
と
い
っ
た
主
要
言
語
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、ア
ラ
ビ
ア
語
、ベ
ン
ガ
ル

語
、
オ
ラ
ン
ダ
語
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
語
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
語
な
ど
の
マ
イ
ナ
ー
な
言
語

が
学
べ
る
の
は
東
外
大
だ
か
ら
こ
そ
。

コ
ー
ス
は「
初
級
」「
初
中
級
」
の
２
段

階
の
レ
ベ
ル
が
基
本
で
、
12
回
×
90
分

で
受
講
料
は
１
万
８
０
０
０
円
。
府
中

キ
ャ
ン
パ
ス
と
本
郷
サ
テ
ラ
イ
ト（
東

京
都
文
京
区
）で
開
催
し
て
い
る
。

「
市
民
聴
講
生
制
度
」
は
、
高
校
卒
業

程
度
の
学
力
が
あ
れ
ば
誰
で
も
受
講
で

き
る
。
た
だ
し
、
定
員
を
こ
え
た
場
合

は
講
師
に
よ
る
選
考
ま
た
は
抽
選
が
行

わ
れ
る
。
受
講
料
は
１
万
８
０
０
円
。

回を重ねるにつれ、受講者同士も親しくなり、
和やかな雰囲気で笑顔も見られる。

２
０
１
１
年
４
月
、「
東
北
復
興
の

た
め
に
自
分
た
ち
で
何
か
で
き

る
こ
と
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
」
と
い
う

１
人
の
東
外
大
生
の
思
い
か
ら
、「
外

大
東
北
復
興
支
援
隊
」は
誕
生
し
た
。

　

活
動
の
目
的
は
、
被
災
地
で
笑
顔
の

輪
を
広
げ
る
こ
と
。
小
中
学
生
を
対
象

に
学
習
支
援
を
行
う
ほ
か
、話
し
相
手
、

遊
び
相
手
と
な
っ
た
。
震
災
直
後
、
大

人
は
壊
れ
た
家
や
が
れ
き
の
撤
去
で
忙

し
く
、
な
か
な
か
子
供
の
相
手
が
で
き

な
い
状
態
。
安
心
し
て
子
供
を
預
け
ら

れ
る
場
所
は
大
い
に
役
立
っ
た
。

　

東
外
大
の
留
学
生
も
多
数
参
加
し
た
。

彼
ら
の
国
の
文
化
を
遊
び
な
が
ら
子
供

た
ち
に
伝
え
る
な
ど
、
異
文
化
交
流
が

行
わ
れ
た
。
今
後
は
、
被
災
地
へ
の
経

済
的
な
支
援
も
視
野
に
入
れ
、

復
興
ツ
ア
ー
な
ど
も
計
画
し

て
い
る
。

東
北
復
興
支
援

学
生
自
ら
が
発
起
し
た

復
興
支
援
サ
ー
ク
ル

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
い
、
日
本
で

は
外
国
人
の
定
住
化
が
急
激
に

進
ん
で
い
る
。
東
外
大
で
は
、
学
生
が

大
学
で
の
学
び
を
活
か
し
た
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
で
、
在
日
外
国
人
児
童
生
徒

へ
の
学
習
支
援
や
国
際
理
解
教
育
な
ど

を
進
め
て
き
た
。
２
０
０
８
年
に
行
わ

れ
た
文
部
科
学
省
の
調
査
に
よ
る
と
、

全
国
の
公
立
学
校
に
在
籍
し
て
い
る
外

国
人
児
童
生
徒
約
７
万
５
０
０
０
人
の

う
ち
、
日
本
語
指
導
を
必
要
と
し
て
い

る
子
供
は
３
割
以
上
。
し
か
し
実
際
は
、

こ
の
数
字
以
上
に
多
く
の
子
供
た
ち
が

指
導
を
求
め
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
子
供
た
ち
の
学
習
の
助
け

に
な
る
よ
う
、
多
言
語
・
多
文
化
教
育

研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
学
習
支
援
教
材
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
無
償
で
提
供
し
て

い
る
。
現
在
、
教
材
は「
算
数
」
と「
漢

字
」の
２
種
類
で
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、
フ

ィ
リ
ピ
ン
語
、ス
ペ
イ
ン
語
、ベ
ト
ナ
ム

語
で
利
用
で
き
る
。

留
学
生
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム（
６
カ

月
コ
ー
ス
）
や
東
外
大
で
学
ぶ
留
学
生

を
対
象
と
し
た
全
学
日
本
語
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
提
供
し
て
い
る
。

　

留
学
生
の
専
門
分
野
に
関
す
る
日
本

語
力
の
習
得
も
重
要
だ
。
文
科
系
学
生

に
は
、政
治
経
済
、日
本
事
情
、日
本
史
、

数
学
、理
科
系
学
生
に
は
、数
学
、基
礎

科
学
、化
学
、物
理
、生
物
な
ど
の
授
業

を
開
講
し
て
い
る
。
ま
た
、

昨
年
、
文
部
科
学
省
か
ら
教

育
関
係
共
同
利
用
拠
点
に
認

定
さ
れ
た
た
め
、
国
内
諸
大

学
と
連
携
協
働
し
、
日
本
語

教
育
を
展
開
し
て
い
く
。

留
学
生
日
本
語

教
育
セ
ン
タ
ー

「
あ
い
う
え
お
」か
ら
始
め
て

１
年
で
大
学
講
義
レ
ベ
ル
に

子供たちの些細な変化や
活動する上での改善ができるよう詳細に
活動の様子を記録した。

文科省の国費外国人留学生と東外大の
交流協定校から来ている
留学生を受け入れている。

留
学
生
日
本
語
教
育
セ
ン
タ
ー
は
、

留
学
生
へ
の
日
本
語
教
育
を
中

心
に
多
様
な
留
学
生
教
育
を
行
っ
て
い

る
。
メ
イ
ン
と
な
る
国
費
学
部
進
学
留

学
生
予
備
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム（
１
年
コ

ー
ス
）に
は
、毎
年
、約
70
人
の
留
学
生

が
世
界
各
国
か
ら
集
ま
り
、
日
本
語
を

は
じ
め
文
系
・
理
系
の
基
礎
科
目
を
学

ぶ
。
日
本
語
の
学
習
経
験
が
ま
っ
た
く

な
か
っ
た
学
生
た
ち
も
、
１

年
後
に
は
小
論
文
や
ス
ピ
ー

チ
な
ど
の
表
現
力
を
身
に
つ

け
て
、
日
本
の
大
学
へ
進
学

し
て
い
く
。
ほ
か
に
も
、
研

究
を
目
的
に
来
日
し
た
研
究

吉村健吾 ポルトガル語専攻4年
外大東北復興支援隊 代表

福島県いわき市の実家で被災しました。原発事故による風評被害で物
資が届かず、電気や水も断絶して辛い日々が続きました。東京に戻ると、
買いだめに走る人々がいて、地元とのギャップに苦しみました。自分は東
北の人 に々寄り添おう、東京の人にも寄り添ってもらいたいと思い、立ち上
げたのが外大東北復興支援隊です。何よりうれしかったのは子供たち
の笑顔が増えたこと。最初は甘えん坊で表情にどこか暗いところがあり
ましたが、一緒に過ごすうちに笑顔を取り戻していきました。

Voice│外大東北復興支援隊代表者の声

佐々木香織 りてらこや新潟代表
大学院地域文化研究科博士後期課程単位取得退学

オーストラリア在住時、自分の子供がサポートを受けながら
現地の小学校で楽しく過ごせました。その経験から、新潟
市教育委員会の日本語指導協力者として、外国人児童の日
本語指導にかかわるようになり、りてらこや新潟を設立しまし
た。留学生の協力を得て、学校の教科書のルビ付けと母語
訳版を作っています。今後はDAISY※教材も作っていきたい。
より楽しい学校生活を送る助けになればうれしいです。

※Digital Accessible Information SYstem

Voice│卒業生による同様の取り組み

T

オ
ー
プ
ン

ア
カ
デ
ミ
ー

地
域
や
社
会
に
開
か
れ
た
、

学
び
の〝
場
〞を
提
供

子供たちの母語である
外国語とイラストを
豊富に活用している。

多
言
語
・
多
文
化

教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

外
国
人
児
童
生
徒
向
け
の

学
習
支
援
教
材
を
提
供
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東
京
外
国
語
大
学
は
２
０
１
２
年
４
月
、
従
来
の
外
国

語
学
部
を
改
編
し
、
言
語
文
化
学
部
と
国
際
社
会
学

部
の
２
学
部
体
制
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。歴
史
的
な
新
時
代
を

迎
え
て
約
１
年
。学
長
就
任
以
来
、
こ
の
学
部
再
編
に
力
を
注

い
で
き
た
亀
山
郁
夫
学
長
は
、
研
究
・
翻
訳
の
両
面
で
も
大
き
な
成
果
を

上
げ
、
著
書『
謎
解
き「
悪
霊
」』に
よ
り
第
64
回
読
売
文
学
賞
、研
究
・
翻

訳
賞
を
受
賞
し
た
。５
年
半
に
わ
た
る
任
期
を
務
め
上
げ
、
新
た
な
一
歩

を
踏
み
出
す
亀
山
学
長
。
そ
の
亀
山
学
長
か
ら
学
長
の
た
す
き
を
渡
さ
れ

る
の
は
、２
０
１
３
年
４
月
、東
京
外
国
語
大
学
長
に
就
任
す

る
立
石
博
高
副
学
長
だ
。学
長
就
任
に
あ
た
り
、「
強
い
意
志

と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
、
東
京
外
国
語
大
学
を
、
21
世

紀
を
切
り
拓
く
対
話
と
共
創
の
場
に
し
た
い
」
と
力
強
く
抱

負
を
語
っ
た
。
さ
ら
に
、「
言
語
研
究
と
地
域
研
究
と
い
う
２
つ
の
柱
を

持
つ
本
学
こ
そ
、
真
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
で
き
る
大
学
」
と
語
り
、

す
で
に
目
指
す
べ
き
方
向
を
見
据
え
て
い
る
。東
外
大
を
愛
し
て
や
ま

な
い
２
人
が
、大
学
の
過
去
・
現
在
・
未
来
に
つ
い
て
語
り
合
う
。

Progress
to the

Next Stage

文
・
吉
田
燿
子　

写
真
・
青
木
倫
紀

学
長 

亀
山
郁
夫
対
談

ゲ
ス
ト 

立
石
博
高

副
学
長

対
話
と
共
創
に
よ
っ
て

未
来
を
拓
く

た
て
い
し 

ひ
ろ
た
か

１
９
７
６
年
東
京
外
国
語
大
学
外
国
語
学
部

ス
ペ
イ
ン
語
学
科
卒
業
、
78
年
東
京
都
立
大

学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
史
学
専
攻
修
士

課
程
修
了
。同
志
社
大
学
商
学
部
助
教
授
を

経
て
、
92
年
か
ら
東
京
外
国
語
大
学
に
在
籍
、

２
０
１
３
年
４
月
よ
り
学
長
就
任
予
定
。著
書

に『
ス
ペ
イ
ン
歴
史
散
歩

│
多
文
化
多
言
語

社
会
の
明
日
に
向
け
て
』（
行
路
社
）な
ど
。
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亀
山
郁
夫
学
長（
以
下
、
学
長
）　

東
外
大
は
昨
年

４
月
、従
来
の
外
国
語
学
部
を
改
編
し
、言
語
文

化
学
部
と
国
際
社
会
学
部
に
よ
る
２
学
部
体
制

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
今
後
学
部
間
の
調
整

に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
生
じ
る
と
思
い
ま

す
が
、
対
話
を
基
本
に
し
た
共
同
作
業
を
進
め

な
が
ら
、
ぜ
ひ
乗
り
切
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
私
も
５
年
半
に
わ
た
っ
て
学
長
職

を
務
め
て
き
ま
し
た
が
、
当
初
思
い
描
い
て
い

た
ビ
ジ
ョ
ン
を
、
曲
が
り
な
り
に
も
実
現
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
立
石
新

学
長
の
下
で
、東
外
大
が
国
内
外
で
、十
分
に
存

在
感
を
発
揮
で
き
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
と
ロ
ー
カ
ル
を

橋
渡
し
す
る
人
材
が
必
要

立
石
博
高
次
期
学
長
（
以
下
、
立
石
）　

私
は
、

強
い
意
志
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
、
東
外

大
を
「
21
世
紀
を
切
り
拓
く
対
話
と
共
創
の

場
」
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
一
般
に
、

「
対
話
」
と
い
う
の
は
１
対
１
の
関
係
を
意
味

す
る
言
葉
で
す
が
、
英
語
の
「
ダ
イ
ア
ロ
グ

（dialogue

）」
に
は
、

「
複
数
の
人
間
が
言
葉

を
交
わ
し
合
い
、
創
造

的
な
何
か
を
求
め
合

う
」
と
い
う
意
味
が
あ

り
ま
す
。

　

今
後
は
本
学
で
も
ダ

イ
ア
ロ
グ
を
根
づ
か
せ

て
い
き
た
い
。
教
員
や

職
員
、
学
生
、
外
語
会

や
保
護
者
と
の
間
で
ダ

イ
ア
ロ
グ
を
進
め
て
い

く
こ
と
で
、
東
外
大
を
共
に
創
っ
て
い
き
た
い

（co-creation

）
と
考
え
て
い
ま
す
。

学
長　

共
創
、co-creation

と
い
う
の
は
良

い
言
葉
で
す
ね
。
豊
か
な
広
が
り
を
感
じ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
数
年
来
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

の
育
成
と
い
う
こ
と
が
し
き
り
に
叫
ば
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
そ
こ
で
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い

る
の
は
常
に
「
英
語
」
で
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化

＝
語
学
、
語
学
＝
英
語
と
、
非
常
に
単
純
化
さ

れ
た
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
。
先
生
は
、
今
の

日
本
で
求
め
ら
れ
て
い
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
に

つ
い
て
、
ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を
お
持
ち
で
す
か
。

立
石　

今
、
日
本
人
が
国
際
的
な
場
で
活
躍
す

る
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
、
英
語
に
よ
る
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
必
要
性
が
叫
ば
れ
て

い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
は

何
か
」
と
い
う
肝
心
の
議
論
が
、
あ
ま
り
行
わ

れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。「
国
際
化

（internationalization
）」
と
「
グ
ロ
ー
バ
ル

化
（globalization

）」
と
は
違
い
ま
す
。
国

際
化
と
は
「
国
家
が
対
外
的
に
い
か
に
開
か
れ

て
い
く
か
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
日
本
人
が

外
国
に
進
出
し
て
、
日
本
の
も
の
を
外
国
へ
売

り
込
み
、
日
本
が
必
要
と
す
る
資
源
を
外
国
か

ら
入
手
す
る
か
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
と

も
考
え
ら
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
19
世
紀
後
半
以

降
、
日
本
が
近
代
国
家
に
な
っ
た
時
点
で
必
要

と
さ
れ
た
の
が
、「
国
際
化
」
だ
っ
た
の
で
す
。

　

本
学
の
歴
史
を
遡
る
と
、
例
え
ば
東
京
商
業

学
校
（
現
・
一
橋
大
学
）
に
統
合
さ
れ
て
い
た

１
８
９
２
年
に
ス
ペ
イ
ン
語
教
育
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
日
本
が
中
南
米
に
進
出
す
る

に
あ
た
り
、
ス
ペ
イ
ン
語
が
必
要
と
さ
れ
た
た

め
で
す
。
東
外
大
は
、
国
策
と
し
て
こ
う
し
た

実
用
語
学
を
教
え
る
大
学
で
あ
る
と
同
時
に
、

教
養
外
国
語
を
教
え
る
大
学
で
も
あ
っ
た
。
こ

の
２
つ
の
流
れ
が
併
存
し
て
き
た
点
に
、
本
学

の
特
徴
が
あ
る
わ
け
で
す
。

学
長　

私
は
、
東
外
大
は
文
学
部
系
の
大
学
だ

と
思
い
込
ん
で
い
て
、
入
学
す
る
と
す
ぐ
に

「
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
研
究
会
」
を
開
い
た
の

で
す
が
、
な
ん
と
１
人
し
か
集
ま
ら
な
か
っ
た
。

逆
に
言
え
ば
、
当
時
の
本
学
に
は
、
高
度
経
済

成
長
を
担
う
主
役
と
し
て
の
期
待
が
寄
せ
ら
れ

て
い
た
の
で
し
ょ
う
ね
。

立
石　

東
外
大
は
日
本
の
近
代
化
の
過
程
で
、

国
際
化
を
担
う
人
材
を
輩
出
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
現
在
直
面
し
て
い
る
グ

ロ
ー
バ
ル
化
は
、
や
や
様
相
が
異

な
り
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
に

な
る
た
め
の
最
大
の
要
件
と
は
、

日
本
を
起
点
と
し
て
ほ
か
の
社
会

や
世
界
を
見
る
の
で
は
な
く
、

「
世
界
が
ど
の
よ
う
な
仕
組
み
に

よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
か
」
と

い
う
発
想
を
持
つ
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
今
は
世
界
中
に
グ
ロ
ー
バ

ル
と
ロ
ー
カ
ル
の
接
触
域
が
あ
り
、

各
地
で
軋
轢
（conflict

）
が
生

じ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
接
触
域
で
、
双
方
の

利
害
を
調
整
し
な
が
らconflict

を
回
避
す
る

こ
と
の
で
き
る
、
仲
介
能
力
に
長
け
た
人
材
が

求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
う
し
た
人
材
に
な
る
た
め
に
は
、
グ
ロ
ー
バ

ル
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
は
も
ち
ろ
ん
、
世
界
の

動
き
に
つ
い
て
の
俯
瞰
的
な
理
解
力
や
、
ロ
ー

カ
ル
な
社
会
に
つ
い
て
の
理
解
力
も
身
に
つ
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
欠
か
せ
な

い
の
が
、
地
域
に
関
す
る
知
識
と
言
語
で
す
。

そ
の
意
味
で
は
、
言
語
研
究
と
地
域
研
究
と
い

う
２
つ
の
柱
を
持
つ
本
学
こ
そ
が
、
グ
ロ
ー
バ

ル
化
に
対
応
し
た
大
学
だ
と
い
え
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

英
語
と
地
域
言
語
を
い
か
に

バ
ラ
ン
ス
よ
く
学
ぶ
か

学
長　

確
か
に
そ
う
で
す
ね
。
も
う
１
つ
お
聞

き
し
た
い
こ
と
は
、「
現
代
に
お
い
て
歴
史
学

が
果
た
す
役
割
」
に
つ
い
て
で
す
。
本
学
に
は

言
語
研
究
と
地
域
研
究
と
い
う
２
つ
の
柱
が
あ

り
ま
す
が
、
歴
史
学
は
特
に
後
者
の
ほ
う
で
大

き
な
意
味
を
持
つ
と
思
い
ま
す
。
歴
史
を
学
ぶ

こ
と
は
、
現
代
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
意
味
が

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
歴
史
学
を
通
じ

て
、
ど
の
よ
う
な
人
材
を
育
て
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
し
ょ
う
か
。

立
石　

歴
史
学
は
地
域
研
究
に
と
っ
て
、
欠
か

せ
な
い
も
の
で
す
。
戦
後
に
盛
ん
に
な
っ
た
地

域
研
究
（area studies

）
に
は
、「
ア
メ
リ
カ

が
い
か
に
世
界
の
諸
地
域
に
対
し
て
影
響
力
を

持
て
る
か
」
と
い
う
発
想
が
色
濃
く
見
て
取
れ

ま
す
。
地
域
研
究
と
い
っ
て
も
、
あ
く
ま
で
ア

メ
リ
カ
の
戦
略
上
の
研
究
だ
っ
た
わ
け
で
す
。

　

し
か
し
、
日
本
に
お
け
る
地
域
研
究
は
、
こ

う
し
た
発
想
と
は
違
っ
て
い
た
。
あ
る
意
味
で

は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
の
地
域
研
究
を
先
取

り
し
て
い
た
面
も
あ
る
よ
う
に
思
う
の
で
す
。

つ
ま
り
、
１
つ
の
国
民
国
家
の
立
場
か
ら
世
界

を
見
る
の
で
は
な
く
、
幅
広
く
俯
瞰
的
な
視
点

を
持
っ
て
、
あ
る
特
定
の
地
域
に
こ
だ
わ
る
。

地
域
に
お
け
る
社
会
の
仕
組
み
や
文
化
の
あ
り

よ
う
を
知
る
た
め
に
は
、
そ
の
地
域
が
た
ど
っ

て
き
た
歴
史
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

つ
ま
り
、「
ロ
ー
カ
ル
な
知
」
と
い
う
も
の
が

絶
対
に
必
要
な
の
で
す
。
た
だ
、
世
界
の
激
し

い
変
化
で
、
国
際
関
係
が
複
雑
化
の
一
途
を
た

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

育
成
の
鍵
は
、言
語
と

地
域
研
究
に
あ
り
ま
す 

─
立
石

東
外
大
の
学
生
は
、

非
常
に
健
全
な
精
神
を

持
っ
て
い
ま
す 

─
亀
山

ど
る
中
、
ロ
ー
カ
ル
な
場
に
根
ざ
し
た
地
域
研

究
が
ど
こ
ま
で
通
用
す
る
か
、
と
い
う
問
題
が

あ
る
の
も
事
実
で
す
。
最
近
は
「
グ
ロ
ー
バ
ル

歴
史
学
」
と
い
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
に
相

互
に
連
関
す
る
歴
史
展
開
の
あ
り
よ
う
を
研
究

す
る
学
問
も
登
場
し
て
い
ま
す
。

　

21
世
紀
を
迎
え
た
今
、
過
去
の
伝
統
と
は
一

線
を
画
し
た
研
究
に
取
り
組
む
こ
と
も
必
要
で

し
ょ
う
し
、
こ
れ
を
教
育
に
も
還
元
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
２
０
１
２
年
４
月
か
ら
、

国
際
社
会
学
部
の
中
に
「
地
域
社
会
研
究
コ
ー

ス
」「
現
代
世
界
論
コ
ー
ス
」「
国
際
関
係
コ
ー

ス
」
の
３
つ
が
設
け
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
１
、
２
年
次
に

履
修
す
る
「
世
界
教
養
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
で
は
地
域
言
語
と
グ
ロ
ー
バ

ル
教
養
を
し
っ
か
り
と
学
び
、
３

つ
の
コ
ー
ス
で
よ
り
専
門
的
知
識

を
学
べ
る
授
業
を
提
供
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

学
長　

そ
う
で
す
ね
。
先
ほ
ど
立

石
先
生
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
と
ロ
ー

カ
ル
が
衝
突
し
てconflict

が
起

き
た
と
き
に
、
そ
の
両
者
の
中
間

に
立
っ
て
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
や
ア

レ
ン
ジ
が
で
き
る
人
材
が
必
要
だ
と
お
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
東
外
大
が
目
指
す
究
極

の
人
材
像
だ
と
す
れ
ば
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
英
語

と
地
域
言
語
の
両
方
を
習
得
す
る
こ
と
が
何
と

し
て
も
重
要
に
な
り
ま
す
。
大
学
４
年
間
で
、

両
言
語
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
身
に
つ
け
た
人
材
を

い
か
に
育
て
て
い
く
の
か
。
こ
れ
は
、
私
が
大

き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
る
目
標
の
１
つ
で
す
。

　

私
も
長
い
こ
と
ロ
シ
ア
語
一
辺
倒
で
や
っ
て

き
ま
し
た
が
、
学
長
に
な
っ
た
こ
と
で
、
英
語

を
や
ら
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
く
な
り
ま
し
た
。

２
つ
の
言
語
を
併
用
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
、

50
代
の
終
わ
り
か
ら
そ
れ
こ
そ
自
己
改
造
を
図

っ
て
き
た
わ
け
で
す
。
た
だ
、
そ
れ
で
は
さ
す

が
に
少
し
遅
す
ぎ
る
と
い
う
実
感
を
持
ち
ま
し

た
。
若
い
と
き
は
、
地
域
の
言
語
を
習
得
す
る

こ
と
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
傾
け
、
そ
の
余
力
を
で

き
る
だ
け
「
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
し

て
の
英
語
」
に
振
り
向
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

言
語
や
地
域
の
マ
イ
ス
タ
ー
、
つ
ま
り
高
度
専

門
職
業
人
を
徹
底
し
て
育
て
る
こ
と
が
、
東
外

大
の
使
命
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
意
味
で
は
、
本
学
の
言
語
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
、
か
な
り
高
度
な
要
求
レ
ベ
ル
の
も
の

に
な
っ
て
い
ま
す
。
他
方
、
そ
う
し
た
語
学
教

育
と
は
別
の
レ
ベ
ル
で
学
生
が
社
会
で
生
き
抜

い
て
い
く
の
に
必
要
な
、
人
間
と
し
て
の
た
く

ま
し
さ
を
育
む
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
、
こ

れ
が
大
き
な
問
題
と
し
て
浮
上
し
て
き
ま
す
。

東
外
大
の
学
生
に
は

ガ
ッ
ツ
が
あ
る

立
石　

先
日
読
ん
だ
コ
マ
ツ
会
長
・
坂
根
正
弘

さ
ん
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
に
、
こ
ん
な
こ
と

が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
コ
マ
ツ
に
は
「
コ

マ
ツ
ウ
ェ
イ
」
と
い
う
独
自
の
人
材
育
成
方
法
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か
め
や
ま 

い
く
お

１
９
４
９
年
生
ま
れ
。東
京

外
国
語
大
学
長
。
ド
ス
ト
エ

フ
ス
キ
ー
関
連
の
翻
訳
・
研

究
や
、
ソ
連
・
ス
タ
ー
リ
ン

体
制
下
の
政
治
と
芸
術
の

関
係
を
め
ぐ
る
著
書
が
多
い
。

お
も
な
も
の
に
は『
ド
ス
ト

エ
フ
ス
キ
ー 

父
殺
し
の
文

学
』、
翻
訳『
カ
ラ
マ
ー
ゾ
フ

の
兄
弟
』『
罪
と
罰
』ほ
か
。

こ
と
が
必
要
で
す
。
課
外
活

動
も
こ
う
し
た
仕
組
み
の
１

つ
で
す
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
留
学
も
同
じ
で
す
。
な
か

な
か
一
筋
縄
で
は
い
き
ま
せ

ん
が
、
大
学
の
役
割
と
は
、

む
し
ろ
人
間
力
育
成
の
た
め

の
教
育
に
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
意
味

で
は
、
学
生
を
温
か
い
目
で
見
守
り
な
が
ら
、

学
生
が
主
体
的
に
行
う
活
動
の
芽
を
育
て
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

学
長　

確
か
に
、
本
学
の
学
生
に
は
ガ
ッ
ツ
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
新
し
い
言
語
の
習
得
に
伴

う
ス
ト
レ
ス
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
の
は
、
並

大
抵
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
ら
。
大
学
で
英
語
を
学

ぶ
こ
と
と
ア
ラ
ビ
ア
語
を
学

ぶ
こ
と
の
ス
ト
レ
ス
の
差
を

真
剣
に
考
え
る
べ
き
な
の
で

す
。
自
分
で
新
し
い
言
語
を

学
ぼ
う
と
決
め
、
も
の
す
ご

い
適
応
力
を
発
揮
し
て
言
語
を
習
得
し
、
な
お

か
つ
そ
の
地
域
ま
で
出
か
け
て
い
く
。
こ
れ
こ

そ
ガ
ッ
ツ
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
。
そ
の
意

味
で
は
、
東
外
大
の
学
生
は
、
非
常
に
健
全
な

精
神
を
持
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
本
学
の
外
語
祭
で
は
５
日
間
に
わ

た
っ
て
、
世
界
27
言
語
に
よ
る
語
劇
や
民
族
料

す
る
大
学
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
意
味
で
も
、
ど
ち

ら
の
学
部
で
も
、
言
語
教
育
を
効
率
的
か
つ
堅

実
に
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
言

語
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
文
化
へ
の
理
解
を

深
め
る
こ
と
も
、
言
語
文
化
学
部
の
使
命
で
す
。

ロ
ー
カ
ル
と
グ
ロ
ー
バ
ル
のconflict

が
生
ま

れ
る
場
の
言
語
と
文
化
を
学
ぶ
上
で
、
言
語
文

化
学
部
が
果
た
す
役
割
は
大
き
い
で
し
ょ
う
。

学
長　

東
外
大
は
、
こ
れ
ま
で
、
優
れ
た
翻
訳

者
や
通
訳
者
を
数
多
く
輩
出
し
て
き
ま
し
た
。

翻
訳
者
や
通
訳
者
に
は
、
異

文
化
間
を
取
り
持
つ
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
の
側
面

が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
人
材

が
活
躍
で
き
る
場
は
、
商
社

や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
、
銀
行

な
ど
に
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。

言
葉
と
い
う
現
象
に
精
通
す

難
し
い
と
思
い
ま
す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
資
金
を

獲
得
し
な
が
ら
可
能
性
を
追
求
し
て
い
き
た
い
。

ち
な
み
に
本
学
で
は
、
約
60
言
語
の
授
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。
大
学
に
あ
る
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ

カ
言
語
文
化
研
究
所
で
は
、
少
数
話
者
の
言
語

も
研
究
さ
れ
て
い
ま
す
し
、
社
会
還
元
と
い
う

形
で
オ
ー
プ
ン
ア
カ
デ
ミ
ー
も
組
織
さ
れ
て
い

る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
大
学
と
し
て
、
言
語
研

究
・
教
育
を
強
く
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

学
長　

東
外
大
で
は
数
多
く
の
言
語
が
研
究
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
バ
ル
カ
ン
地
方
の
言
語
な
ど

は
抜
け
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
バ
ル
カ
ン
半
島

で
は
20
世
紀
末
に
、
人
類
に
と
っ
て
忘
れ
る
こ

と
の
で
き
な
い
悲
劇
的
な
出
来
事
が
起
こ
っ
て

い
る
。
こ
う
し
た
地
域
の
言
語
に
も
、
学
生
が

関
心
を
持
っ
て
く
れ
る
と
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
留
学
生
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

今
回
、
国
際
交
流
会
館
の
３
号
館
が
新
設
さ
れ
、

が
あ
っ
て
、
英
語
が
で
き
て
も
や
る
気
の
な
い

人
間
は
評
価
し
な
い
と
い
う
ん
で
す
ね
。
グ
ロ

ー
バ
ル
人
材
な
ん
て
も
の
は
な
い
、
大
切
な
の

は
ガ
ッ
ツ
と
考
え
る
力
な
の
だ
、
と

│
ま
さ

に
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。

　

日
本
の
高
等
教
育
は
、
や
る
気
や
自
主
性
を

育
み
に
く
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

本
学
の
学
生
は
他
大
学
と
比
べ
て
も
、
は
る
か

に
や
る
気
や
ガ
ッ
ツ
の
あ
る
学
生
が
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
も
と
も
と
、
外
国
の
言

葉
や
文
化
に
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で

す
か
ら
ね
。
彼
ら
が
本
来
の
関
心
を
育
て
て
、

積
極
性
や
自
主
性
を
身
に
つ
け
て
い
け
る
よ
う

に
、
大
学
の
教
職
員
が
仕
組
み
を
作
っ
て
い
く

理
の
祝
典
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
大
学

祭
は
、
恐
ら
く
ほ
か
で
は
見
ら
れ
な
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
外
語
祭
と
い
う
の
は
、
す

ば
ら
し
く
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
な
大
学
祭
だ
と

思
い
ま
す
。
昨
年
12
月
、「
第
４
回
学
園
祭
グ

ラ
ン
プ
リ
」
で
、
外
語
祭
が
Ｍ
Ｖ
Ｐ
を
獲
得
し
、

全
66
大
学
の
中
で
１
位
に
な
り
ま
し
た
。
あ
れ

は
、
何
よ
り
の
朗
報
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
立
石
先
生
は
、
２
学

部
体
制
に
移
行
し
た
後
の
、
言
語
文
化
学
部
の

将
来
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。

立
石　

言
語
教
育
を
抜
き
に
し
て
、
本
学
の
存

立
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
本
学
は
「
公
私

立
で
は
担
い
き
れ
な
い
多
数
の
言
語
」
を
教
授

る
こ
と
が
、
社
会
に
と
っ
て
も
価
値
が
あ
る
と

い
う
こ
と
を
、
先
生
た
ち
は
使
命
感
を
持
っ
て

教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
本
学
に
は
27
言
語
の
教
育
体
制

を
備
え
て
い
ま
す
が
、
今
後
増
や
す
こ
と
は
考

え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

立
石　

今
、
ス
ペ
イ
ン
の
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
地
方

で
、
リ
ン
グ
ア
モ
ン
と
い
う
セ
ン
タ
ー
の
構
想

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
リ
ン
グ
ア
モ
ン
と
は

「
世
界
の
言
語
」
と
い
う
意
味
で
、
世
界
の
諸

地
域
の
言
語
を
教
育
研
究
し
、
で
き
る
だ
け
数

多
く
の
市
民
が
多
言
語
主
義

者
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て

活
動
す
る
と
い
う
の
が
、
こ

の
セ
ン
タ
ー
の
目
的
で
す
。

こ
れ
こ
そ
が
、
本
学
が
目
指

す
べ
き
理
想
だ
と
私
は
考
え

て
い
ま
す
。

　

言
語
の
数
を
増
や
す
の
は

今
ま
で
以
上
に
留
学
生
の
受
け
入
れ
が
可
能
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
キ
ャ
ン
パ
ス

自
体
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
も
進
ん
で
い
く
と
思
い

ま
す
。
キ
ャ
ン
パ
ス
の
多
様
化
に
つ
い
て
、
何

か
ビ
ジ
ョ
ン
を
お
持
ち
で
す
か
。

立
石　

本
学
の
留
学
生
日
本
語
教
育
セ
ン
タ
ー

に
は
、
日
本
の
大
学
へ
の
進
学
を
希
望
す
る
留

学
生
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
か
ら
集
ま
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
今
ま
で
は
、
留
学
生
と
日
本
人

学
生
が
交
流
す
る
場
は
少
な
か
っ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。
今
後
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
工
夫
し

て
交
流
の
機
会
を
増
や
し
た

り
、
学
生
の
自
主
的
な
活

動
や
サ
ー
ク
ル
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
通
じ
て
、
互
い
に
交
流
す

る
仕
組
み
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

学
長　

新
学
長
と
し
て
、
東
外
大
の
新
し
い
歴

史
を
創
っ
て
い
か
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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文・吉田燿子　写真・髙仲建次

おかべ ちさと
1962年埼玉県生まれ。85年東
京外国語大学スペイン語学科
卒業。５年間のメーカー勤務を
経て、建築設計事務所に転職。
95年アトリエ３C+Uを設立し、
埼玉県内を中心に住宅・店舗
設計を手掛けている。２級建
築士、インテリアコーディネータ
ー、古民家鑑定士。
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人生に無駄なことはひとつもない
岡部千里

建築士

　

東
外
大
の
卒
業
生
と
い
え
ば
、
仕
事

は
語
学
系
を
は
じ
め
と
す
る
文
系
職
種

の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
が
、
独
力
で
専
門

技
能
を
習
得
し
、
ま
っ
た
く
異
な
る
分

野
で
活
躍
し
て
い
る
人
も
い
る
。
埼
玉

県
在
住
の
建
築
士
・
岡
部
千
里
さ
ん
も

そ
の
１
人
だ
。

　

中
学
時
代
に
出
合
っ
た『
ス
ペ
イ
ン

子
連
れ
留
学
』
と
い
う
本
が
き
っ
か
け

で
、
ス
ペ
イ
ン
に
興
味
を
持
っ
た
。
イ

ス
ラ
ム
教
と
キ
リ
ス
ト
教
が
融
合
し
た

独
特
の
文
化
に
惹
か
れ
、
東
外
大
で
ス

ペ
イ
ン
語
を
学
ぼ
う
と
心
に
決
め
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
入
学
し
て
実
際
に
ス
ペ

イ
ン
語
に
触
れ
て
み
る
と
、
発
音
の
硬

さ
に
馴
染
め
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
海

外
旅
行
は
大
い
に
楽
し
ん
だ
。
２
年
生

の
と
き
、
旅
行
雑
誌『
る
る
ぶ
』の
読
者

レ
ポ
ー
タ
ー
に
選
ば
れ
、
16
ペ
ー
ジ
に

わ
た
っ
て
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
地
方
の
旅
行

記
を
執
筆
。
４
年
生
の
春
に
は
、
ユ
ー

レ
イ
ル
パ
ス
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
周
遊
す

る
一
人
旅
も
経
験
し
た
。

　

卒
業
後
は
ス
ペ
イ
ン
語
を
活
か
し
、

ベ
ア
リ
ン
グ
メ
ー
カ
ー
の
貿
易
部
に
就

職
。
だ
が
、
ベ
ア
リ
ン
グ
に
思
い
入
れ

が
持
て
ず
、「
女
性
と
し
て
一
生
続
け

ら
れ
る
仕
事
が
し
た
い
」
と
い
う
思
い

が
募
っ
て
い
っ
た
。
一
念
発
起
し
て
イ

ン
テ
リ
ア
の
夜
間
ス
ク
ー
ル
に
通
い
、

イ
ン
テ
リ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
資

格
を
取
得
。
27
歳
の
と
き
設
計
事
務
所

に
転
職
し
、ゼ
ロ
か
ら
建
築
を
学
ん
だ
。

５
年
間
み
っ
ち
り
修
業
を
積
み
、
２
級

建
築
士
の
資
格
を
取
る
。
実
家
の
新
築

を
手
掛
け
た
の
を
機
に
、
独
立
。
渾
身

の〝
デ
ビ
ュ
ー
作
〞が
住
宅
雑
誌
で
紹
介

さ
れ
、仕
事
の
依
頼
も
増
え
て
い
っ
た
。

　

同
業
者
の
大
半
が
建
築
科
出
身
と
い

う
中
で
、
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
建
築

を
学
ん
だ
岡
部
さ
ん
。
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ

ッ
プ
を
感
じ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。

「
建
築
科
出
身
者
は
ハ
ー
ド
中
心
に
家

作
り
を
考
え
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
が
、

私
は
意
匠
デ
ザ
イ
ン
や
住
む
人
の
個
性

に
合
わ
せ
た
家
作
り
な
ど
、
ソ
フ
ト
面

か
ら
の
発
想
が
得
意
。
海
外
旅
行
で
感

性
を
磨
い
た
こ
と
が
、
私
の
強
み
と
い

え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

　

将
来
は
古
民
家
を
再
生
し
た
住
ま
い

を
作
り
た
い
、と
夢
を
語
る
。

「
好
き
な
こ
と
を
仕
事
に
で
き
る
こ
と

が
一
番
幸
せ
。
少
し
回
り
道
は
し
た
け

れ
ど
、
人
生
に
無
駄
な
こ
と
は
ひ
と
つ

も
な
い
と
思
う
の
で
す
」

読者記者としてスペインを旅行した
ことは学生時代の一番の思い出。

やまだ つよし
1976年広島県生まれ。11歳の
ときに東大和市に引っ越す。99
年東京外国語大学ロシア・東
欧語課程チェコ語専攻卒業。
99年森永乳業に入社し、2001
～03年上海駐在を経験。03年
２月に退社し、１年間の世界周
遊を経て、04年６月、祖父の代
から続く多摩冶金（東京・武蔵
村山市）に入社。09年から専務
取締役。３代目として会社経営
に取り組む。
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日本の中小企業の国際化をリードしたい
山田 毅

会社役員

　

日
本
の
中
小
企
業
は
、
世
界
で
も
ト

ッ
プ
レ
ベ
ル
の
技
術
を
持
っ
た
と
こ
ろ

が
少
な
く
な
い
。
日
本
経
済
再
生
の
鍵

は
、
こ
う
し
た
中
小
企
業
の
グ
ロ
ー
バ

ル
化
に
か
か
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
中
、

東
外
大
で
磨
い
た
語
学
力
と
国
際
感
覚

を
武
器
に
、
先
頭
に
立
っ
て
国
際
化
を

進
め
て
い
る
卒
業
生
が
い
る
。
多
摩
冶

金（
東
京
・
武
蔵
村
山
市
）専
務
取
締

役
の
山
田
毅
さ
ん
だ
。

　

山
田
さ
ん
が
語
学
に
興
味
を
持
っ
た

の
は
、
中
学
時
代
に
見
た
イ
ン
ド
や
イ

ラ
ン
の
映
画
が
き
っ
か
け
だ
。
聞
き
慣

れ
な
い
言
葉
の
響
き
に
惹
か
れ
、「
マ

イ
ナ
ー
な
外
国
語
」
に
興
味
を
持
っ
た
。

東
外
大
で
は
チ
ェ
コ
語
を
専
攻
し
、
合

唱
と
ロ
シ
ア
民
謡
の
サ
ー
ク
ル
に
所
属
。

音
声
学
に
関
心
が
あ
り
、
チ
ェ
コ
語
の

ほ
か
、
ロ
シ
ア
語
、中
国
語
、
ア
ラ
ビ
ア

語
な
ど
５
カ
国
語
を
学
ん
だ
。

 

「
音
声
学
は
、
す
べ
て
の
言
語
の
発
音

を
網
羅
す
る
学
問
。
音
声
学
を
学
べ
ば
、

外
国
人
に
は
難
し
い
発
音
も
正
し
く
発

音
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
、
未
知
の

言
語
の
習
得
に
も
役
立
ち
ま
す
」

　

在
学
中
に
中
国
に
１
年
間
留
学
し
た

こ
と
か
ら
、
卒
業
後
は
森
永
乳
業
に
中

国
要
員
と
し
て
入
社
。
２
年
間
の
上
海

駐
在
も
経
験
し
た
。
上
海
支
社
は
20
人

程
度
の
小
所
帯
で
、
若
手
で
も
会
社
全

体
の
運
営
に
か
か
わ
れ
る
。
大
所
帯
で

は
経
験
で
き
な
か
っ
た
、
確
か
な
手
応

え
を
感
じ
た
。「
中
小
企
業
で
働
く
ほ
う

が
、
自
分
に
は
向
い
て
い
る
。
父
の
会

社
で
経
営
に
か
か
わ
り
た
い
」
│
そ

う
考
え
、
入
社
４
年
目
に
退
社
。
妻
と

一
緒
に
１
年
間
世
界
中
を
旅
し
た
後
、

２
０
０
４
年
多
摩
冶
金
に
入
社
し
た
。

　

多
摩
冶
金
は
、
自
動
車
や
航
空
機
の

部
品
な
ど
の
熱
処
理
を
手
掛
け
る
会
社
。

山
田
さ
ん
は
、
航
空
機
製
造
の
国
際
認

証N
adcap

の
取
得
に
尽
力
。
２
０
１

２
年
１
月
、
つ
い
に
５
年
越
し
の
夢
を

叶
え
た
。
同
社
が
技
術
で
世
界
レ
ベ
ル

に
あ
る
こ
と
を
証
明
し
、
航
空
・
宇

宙
・
防
衛
産
業
の
３
分
野
に
本
格
参
入

す
る
た
め
の
道
を
切
り
拓
い
た
の
だ
。

「
海
外
に
対
す
る
心
の
壁
を
取
り
払
っ

て
く
れ
る
の
が
、
東
外
大
の
良
さ
。
未

知
の
国
と
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
も
抵
抗
感
が

な
い
の
は
、
大
学
で
異
文
化
と
向
き
合

う
感
覚
を
養
え
た
か
ら
。
自
分
の
目
で

世
界
を
見
て
判
断
す
る
行
動
力
と
思
考

能
力
が
あ
れ
ば
、
絶
対
に
世
の
中
に
役

立
つ
人
に
な
れ
る
。
こ
の
環
境
を
ぜ
ひ

活
か
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
」

チェコ語専攻ながら、ロシア民謡の
サークルでは部長を務めた（左）。
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1

person
doing

research

  真島氏は、言語学、
歴史学、人類学をはじめとする

  複数の視座から、
  アジア・アフリカ地域の今を再考する。

  小説の翻訳も手掛けた。

養
学
部
に
入
学
し
た
。
だ
が
、
次
第
に

「
今
生
き
て
い
る
人
を
研
究
す
る
ほ
う

が
面
白
い
」
と
思
う
よ
う
に
な
り
、
文

化
人
類
学
を
専
攻
。
大
学
院
で
は
、
西

ア
フ
リ
カ
を
調
査
地
に
選
ん
だ
。

「
西
ア
フ
リ
カ
を
選
ん
だ
の
は
、『
す

（
注
）

ば
ら
し
い
世
界
旅
行
』
に
出
て
く
る
よ

う
な
、『
す
ご
い
と
こ
ろ
』
に
行
き
た
か

っ
た
か
ら
。
も
う
１
つ
の
理
由
は
、
仮

面
に
興
味
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
大
学

で
は
観か

ん

世ぜ

会
に
所
属
し
、
生
き
た
人
間

が
能
面
を
つ
け
て
体
を
動
か
す
こ
と
に
、

途
方
も
な
い
興
奮
を
感
じ
た
。
そ
れ
で
、

西
ア
フ
リ
カ
で
仮
面
の
研
究
を
し
よ
う

と
思
っ
た
ん
で
す
」

　

ア
フ
リ
カ
で
は
宗
教
的
な
仮
面
儀
礼

が
今
も
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

そ
の
実
態
を
調
査
す
る
た
め
、
１
９
８

８
年
、
リ
ベ
リ
ア
と
の

国
境
沿
い
に
あ
る
コ
ー

ト
デ
ィ
ヴ
ォ
ワ
ー
ル
の

ダ
ン
族
の
村
に
赴
い
た
。

頼
み
の
綱
は
、
外
国
人

宣
教
師
が
作
っ
た
、
古

い
ダ
ン
語
の
文
法
書
の

み
。
村
に
行
く
と
、「
何

 

コ
ー
ト
デ
ィ
ヴ
ォ
ワ
ー
ル
と
聞
い

て
何
を
連
想
す
る
だ
ろ
う
か
。

サ
ッ
カ
ー
好
き
な
ら
、
２
度
に
わ
た
っ

て
英
国
プ
レ
ミ
ア
リ
ー
グ
得
点
王
に
輝

い
た
、
ド
ロ
バ
ー
選
手
の
母
国
と
し
て

記
憶
す
る
人
も
多
い
だ
ろ
う
。
だ
が
、

こ
の
国
は
特
に
２
０
０
０
年
代
以
降
、

度
重
な
る
内
戦
に
よ
り
混
迷
を
極
め
て

き
た
。
こ
の
コ
ー
ト
デ
ィ
ヴ
ォ
ワ
ー
ル

を
中
心
に
調
査
研
究
を
行
っ
て
き
た
の

が
、人
類
学
者
・
真
島
一
郎
氏
だ
。

西
ア
フ
リ
カ
で
調
査
中

リ
ベ
リ
ア
内
戦
に
遭
遇

　

真
島
氏
が
研
究
者
を
志
し
た
の
は
10

代
の
頃
。
古
代
遺
跡
を
発
掘
す
る
考
古

学
に
ロ
マ
ン
を
感
じ
、
東
京
大
学
の
教

「
自
分
は『
す
ご
い
と
こ
ろ
』
に
行
き

た
い
と
思
い
、『
す
ば
ら
し
い
世
界
旅

行
』
の
ノ
リ
で
ア
フ
リ
カ
に
来
た
。

そ
し
て
、『
仮
面
を
見
る
と
ブ
ル

ブ
ル
す
る
』
と
言
い
な
が
ら
仮
面

の
研
究
を
や
っ
て
い
る
。
ち
ょ

っ
と
自
覚
が
な
さ
す
ぎ
る
ん
じ
ゃ
な

い
か
、と
思
っ
た
ん
で
す
」

　

決
定
的
な
事
件
が
起
き
た
の
は
89
年

末
の
こ
と
だ
っ
た
。
隣
国
リ
ベ
リ
ア
の

武
装
勢
力
が
、突
然
、ダ
ン
族
の
村
と
国

境
を
隔
て
た
村
を
襲
っ
て
人
々
を
虐
殺

し
た
の
だ
。
こ
れ
が
発
端
と
な
り
、
リ

ベ
リ
ア
内
戦
が
勃
発
。
真
島
氏
も
、日

本
の
緊
急
援
助
隊
医
療
チ

ー
ム
の
通
訳
と
し
て
難
民

キ
ャ
ン
プ
に
向
か
っ
た
。

「
そ
の
と
き
、
戦
争
と
は
ど
う

い
う
も
の
か
を
初
め
て
知
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
見
聞
き
し
た
こ
と
は
、

今
で
も
言
語
化
で
き
な
い
。
相
手
が
生

身
の
人
間
だ
と
理
解
し
な
い
ま
ま
、
イ

メ
ー
ジ
先
行
で
調
査
を
進
め
れ
ば
、
現

実
か
ら
ど
ん
な
し
っ
ぺ
返
し
が
来
る
の

か

│
そ
れ
を
、
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
理

解
し
た
ん
で
す
」

　

帰
国
後
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
基

に
数
篇
の
論
文
を
発
表
。
そ
の
間
に
も
、

リ
ベ
リ
ア
内
戦
は
激
化
の
一
途
を

た
ど
っ
て
い
っ
た
。
真
島
氏
は

つ
い
に「
ご
法
度
破
り
」
を
敢

行
す
る
。
従
来
の
人
類
学
の
常

識
を
覆
し
、「
リ
ベ
リ
ア
内
戦
の
展
開

に
つ
い
て
」
と
い
う
論
文
を
学
会
誌
に

発
表
し
た
の
だ
。

従
来
の

「
民
族
誌
」を
超
え
た

新
し
い
手
法
を
模
索

　

当
時
、人
類
学
の
論
文
が
、今
ま
さ
に

起
こ
っ
て
い
る
政
治
的
事
件
を
取
り
上

げ
る
の
は
異
例
の
こ
と
だ
っ
た
。
ま
た
、

そ
の
根
拠
と
な
る
史
料
研
究
も
、
歴
史

学
者
の
専
売
特
許
と
相
場
が
決
ま
っ
て

い
た
。
だ
が
、人
類
学
者
と
し
て
す
べ
き

こ
と
は
、
文
化
的
な
儀
礼
や
慣
習
を
記

録
す
る
こ
と
だ
け
で
は
な
い
の
で
は
な

い
か
。
ア
フ
リ
カ
の
過
去
を
、人
類
学
の

視
点
で
考
え
る
こ
と
に
は
そ
れ
な
り
の

意
義
が
あ
る
は
ず
だ

│
そ
う
考
え
た

真
島
氏
は
、99
年
、論
文
集『
植
民
地
経

験
』（
栗
本
英
世
・
井
野
瀬
久
美
恵
編
、

人
文
書
院
）
に
、
植
民
地
文
書
に
つ
い

て
の
論
文
を
発
表
す
る
。
歴
史
学
と
の

接
点
を
模
索
し
た
こ
の
労
作
は
、
人
類

学
の
新
し
い
潮
流
の
先
触
れ
と
も
い
え

る
も
の
だ
っ
た
。
だ
が
、
真
島
氏
の
戸

惑
い
が
消
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
難

民
キ
ャ
ン
プ
で
見
た
光
景
を
、
い
ま
だ

に
言
語
化
で
き
ず
に
い
た
た
め
だ
。

　

コ
ー
ト
デ
ィ
ヴ
ォ
ワ
ー
ル
の
作
家
ア

マ
ド
ゥ
・
ク
ル
マ
の
小
説
に
出
合
っ
た

の
は
、
そ
ん
な
折
の
こ
と
で
あ
る
。
そ

の
小
説
に
は
、
リ
ベ
リ
ア
内
戦
の
少
年

兵
の
こ
と
が
描
か
れ
て
い
た
。「
こ
の

世
界
に
は
ど
う
し
て
も
わ
か
ら
な
い
こ

と
、
伝
え
き
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
」

│
作
品
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
打
た
れ
た

真
島
氏
は
、
小
説
の
翻
訳
に
着
手
。
03

年『
ア
ラ
ー
の
神
に
も
い
わ
れ
は
な
い

│
あ
る
西
ア
フ
リ
カ
少
年
兵
の
物

語
』（
人
文
書
院
）と
し
て
出
版
さ
れ
た
。

「
ア
フ
リ
カ
で
起
き
て
い
る
こ
と
を
記

録
し
た
い
と
考
え
た
ク
ル
マ
は
、
人
類

学
者
が
書
い
た
民
族
誌
を
乱
読
し
、

『
こ
こ
に
は
ア
フ
リ
カ
の
人
た
ち
の
命

が
何
ひ
と
つ
書
か
れ
て
い
な
い
』
と
失

望
し
て
小
説
を
書
き
始
め
た
の
で
す
。

こ
の
小
説
を
読
む
う
ち
に
、
人
類
学
者

が
書
く
民
族
誌
と
小
説
を
区
別
す
る
こ

と
が
、
無
意
味
に
思
え
て
き
ま
し
た
。

人
類
学
と
文
学
の
区
別
を
超
え
て
、
よ

り
根
源
的
な
問
題
に
分
け
入
っ
て
い
く

の
が
、
ア
フ
リ
カ
研
究
者
と
し
て
の
自

分
の
仕
事
か
も
し
れ
な
い
、
と
思
い
始

め
た
ん
で
す
」

　

だ
が
、
新
た
な
研
究
手
法
を
模
索
す

る
真
島
氏
の
前
に
、
再
び
政
治
の
壁
が

立
ち
ふ
さ
が
っ
た
。
99
年
12
月
、
今
度

は
コ
ー
ト
デ
ィ
ヴ
ォ
ワ
ー
ル
で
軍
事
ク

ー
デ
タ
ー
が
勃
発
。
以
来
、
政
情
不
安

で
ダ
ン
族
の
村
に
行
け
な
い
状
況
が
、

14
年
間
続
い
て
い
る
と
い
う
。

　

現
在
は『
マ
ル
セ
ル
・
モ
ー
ス
全
集
』

の
編
纂
を
進
め
る
か
た
わ
ら
、
西
ア
フ

リ
カ
の
調
査
研
究
に
取
り
組
む
真
島
氏
。

「
い
ず
れ
は
現
在
の
研
究
に
区
切
り
を

つ
け
、
人
類
学
の
ロ
マ
ン
に
回
帰
す
る

よ
う
な
仕
事
が
し
た
い
で
す
ね
」
と
、

抱
負
を
語
る
。
生
身
の
人
間
と
向
き
合

う
こ
と
の
重
さ
に
翻
弄
さ
れ
、
試
行
錯

誤
を
繰
り
返
し
た
20
年
。
そ
の
迂
回
の

果
て
に
、
新
た
な
深
化
の
プ
ロ
セ
ス
が

動
き
始
め
て
い
る
。

し
に
来
た
ん
だ
」と
困
惑
さ
れ
た
。

「
２
年
半
の
滞
在
中
、
同
じ
言
葉
を
言

わ
れ
続
け
ま
し
た
。
途
中
で
わ
か
っ
た

の
で
す
が
、
そ
れ
は『
白
人
』を
意
味
す

る
名
詞
だ
っ
た
ん
で
す
。
当
時
は
、
目

の
前
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
を
記
録
す

る
の
が
人
類
学
で
あ
っ
て
、
過
去
の
植

民
地
研
究
は
歴
史
学
者
の
仕
事
だ
と
考

え
ら
れ
て
い
た
。
で
も
、
歴
史
の
重
み

が
堆
積
し
た『
白
人
』
と
い
う
言
葉
を

聞
く
う
ち
に
、
植
民
地
時
代
の
こ
と
が

気
に
な
っ
て
き
た
ん
で
す
」

『
白
人
』
と
い
う
言
葉
に
込
め
ら
れ
た
、

ダ
ン
族
の
暗
い
感
情
。
そ
れ
を
少
し
で

も
理
解
で
き
れ
ば
と
思
い
、
７
０
０
㎞

離
れ
た
経
済
主
都
ア
ビ
ジ
ャ
ン
の
国
立

公
文
書
館
に
飛
び
込
ん
だ
。
史
料
の
山

と
格
闘
す
る
う
ち
に
、
１
０
０
年
前
の

ダ
ン
族
の
記
録
を
発
見
。
そ
れ
は
、
フ

ラ
ン
ス
行
政
当
局
が
ダ
ン
族
に
対
し
て

行
っ
た
、過
酷
な
処
罰
の
記
録
だ
っ
た
。

薄
暗
い
公
文
書
館
か
ら
外
に
出
る
と
、

い
つ
も
と
変
わ
ら
な
い
ア
フ
リ
カ
の
日

常
が
広
が
っ
て
い
た
。
そ
れ
を
目
に
し

た
と
き
、
真
島
氏
の
心
に
疑
問
が
浮
か

ん
だ
。

真
島
一
郎
教
授

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
所

度
重
な
る
戦
乱
で
混
迷
を
深
め
る
、

西
ア
フ
リ
カ
。

コ
ー
ト
デ
ィ
ヴ
ォ
ワ
ー
ル
で

仮
面
研
究
を
行
っ
て
い
た
真
島
氏
は
、

そ
こ
で
リ
ベ
リ
ア
内
戦
に
遭
遇
す
る
。

難
民
キ
ャ
ン
プ
で
目
の
当
た
り
に
し
た
、

戦
争
の
過
酷
な
現
実
。

生
身
の
人
間
を
前
に
し
て
、

人
類
学
に
は
何
が
で
き
る
の
か
。

そ
の
問
い
に
対
す
る
答
え
を

求
め
て
、真
島
氏
は

新
た
な
道
を
模
索
し
続
け
る
。

文
・
吉
田
燿
子　

写
真
・
竹
井
俊
晴 ま

じ
ま 

い
ち
ろ
う

１
９
８
８
年
東
京
大
学
大
学
院
在
学
中
に

コ
ー
ト
デ
ィ
ヴ
ォ
ワ
ー
ル
共
和
国
で
現
地
調
査
に
従
事
。

92
年
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
後
、

東
京
外
国
語
大
学
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
所

助
手
に
着
任
。同
助
教
授
を
経
て
、

２
０
１
０
年
在
セ
ネ
ガ
ル
日
本
国
大
使
館
参
事
官
。

２
０
１
２
年
に
復
職
し
、２
０
１
３
年
か
ら
現
職
。

Interview
 w

ith Ichiro M
ajim

a

人
類
学
を
超
え
て
人
間
の
根
源
に
迫
る

注・『すばらしい世界旅行』：1966年から1990年まで放送された、日本テレビのドキュメンタリー番組。

フランス植民地時代の
アフリカの歴史の歪みを
  表す木彫作品。
アフリカの女性が
  捕らえられている。

  （コートディヴォワール・グロ族、
真島氏蔵）
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person
doing

research

過
ご
し
た
。「
ど
ち
ら
か
が
勝
て
ば
解
決

す
る
ほ
ど
、問
題
は
単
純
で
は
な
い
。
歴

史
を
学
べ
ば
、す
べ
て
が
わ
か
る
か
も
し

れ
な
い
」
│
そ
う
思
い
、
受
験
時
に
専

攻
が
選
べ
る
東
京
教
育
大
学（
現
・
筑

波
大
学
）
に
進
学
。
ド
イ
ツ
史
と
出
合

っ
た
の
は
大
学
３
年
の
と
き
の
こ
と
だ
。

非
常
勤
で
来
て
い
た
東
大
の
西
川
正
雄

教
授
の
ド
イ
ツ
現
代
史
ゼ
ミ
を
受
講
、

ド
イ
ツ
語
原
典
を
精
読
し
た
。「
も
う
少

し
勉
強
し
て
も
い
い
か
な
、
と
思
い
」東

大
大
学
院
社
会
学
研
究
科
に
進
学
。
国

内
で
入
手
で
き
る
史
料
を
渉

し
ょ
う

猟り
ょ
うし

て
、

修
士
論
文「
第
１
次
世
界
大
戦
期
の
ド

イ
ツ
自
由
労
働
組
合
」を
書
き
上
げ
た
。

　

相
馬
氏
が
東
西
冷
戦
下
の
ド
イ
ツ
に

留
学
し
た
の
は
、
博
士
課
程
在
学
中
の

81
年
。
留
学
先
は
、
西
ベ
ル
リ
ン
の
ベ

ル
リ
ン
自
由
大
学
だ
っ
た
。
当
時
、
町

の
真
ん
中
に
は
、東
と
西
を
分
け
る「
ベ

ル
リ
ン
の
壁
」
が
威
圧
的
に
そ
び
え
立

っ
て
い
た
。
付
近
に
は「
飾
り
窓
」
と

呼
ば
れ
る
売
春
宿
が
あ
り
、
荒
廃
し
た

雰
囲
気
が
漂
っ
て
い
た
。

「
東
西
間
の
政
情
が
緊
張
す
る
た
び
に
、

町
に
は
ピ
リ
ピ
リ
し
た
空
気
が
漂
っ
て

尖
閣
諸
島
と
竹
島
の
領
有
権
問

題
を
き
っ
か
け
に
、
あ
ら
た
め

て「
領
土
と
は
何
か
」
が
問
い
直
さ
れ

て
い
る
。
だ
が
、
四
方
を
海
に
囲
ま
れ

た
日
本
と
比
べ
る
と
、
陸
続
き
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
、
事
態
は
よ
り
深
刻
で
あ

っ
た
。
歴
史
学
者
の
相
馬
保
夫
氏
は
こ

う
語
る
。

「
例
え
ば
、
第
２
次
世
界
大
戦
の
頃
ま

で
、
中
東
欧
に
は
多
く
の
マ
イ
ノ
リ
テ

ィ
ー
住
民
が
住
ん
で
い
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
、
ナ
チ
ス
が
ユ
ダ
ヤ
人
に
対
し
て

行
っ
た
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト（
大
虐
殺
）
や
、

戦
後
の
国
境
修
正
と
国
家
再
建
に
よ
っ

て
多
く
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
住
民
が
殺

害
さ
れ
た
り
、
移
住
せ
ざ
る
を
得
な
く

な
っ
た
り
し
た
の
で
す
」

　

戦
争
末
期
か
ら
戦
後
に
か
け
て
行
わ

れ
た
、
１
０
０
０
万
人
以
上
と
い
わ
れ

る
ド
イ
ツ
人
の「
追
放
」は
、
こ
う
し
た

20
世
紀
の
こ
の
地
域
の
歴
史
的
変
動
を

見
な
け
れ
ば
、
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
。

「
戦
後
の
ド
イ
ツ
で
は
、
彼
ら
の
社
会

的
統
合
は
ひ
ど
く
長
び
き
、
西
ド
イ
ツ

で
は『
被
追
放
民
』団
体
が『
故
郷
の
権

「
研
究
で
成
果
が
出
る
か
ど
う
か
は
、

や
っ
て
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
。
で
も
、

『
こ
れ
は
面
白
い
』と
直
感
し
た
こ
と
は
、

長
く
続
け
ら
れ
ま
す
。
本
を
読
ん
で
感

動
す
る
も
よ
し
、
現
地
を
訪
れ
て
感
動

す
る
も
よ
し
。
ど
こ
か
に
心
を
惹
か
れ

る
部
分
が
な
い
と
、
そ
の
先
が
続
か
な

い
。
若
い
頃
に
受
け
た
感
動
を
忘
れ
ず
、

少
年
の
よ
う
な
好
奇
心
を
持
ち
続
け
る

こ
と
。
そ
れ
が
研
究
者
に
と
っ
て
は
大

切
だ
と
思
い
ま
す
」

　

相
馬
氏
に
と
っ
て
転
機
と
な
っ
た
の

は
、88
年
か
ら
10
年
間
を
過
ご
し
た
、鹿

児
島
大
学
で
の
経
験
だ
。
首
都
圏
で
育

っ
た
相
馬
氏
に
と
っ
て
、
地
方
で
の
生

活
は
新
鮮
な
驚
き
に
満
ち
て
い
た
。
辺

境
の
視
点
か
ら
見
る
と
、
中
央
の
実
相

が
よ
り
鮮
明
に
見
え
て
く
る
。
鹿
児
島

時
代
に「
地
方
の
視
点
」を
得
た
こ
と
は
、

後
に
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
研
究
へ
と
向
か

う
素
地
と
な
っ
た
。

　

そ
し
て
２
０
０
２
年
冬
、
相
馬
氏
は

運
命
的
な
出
合
い
を
経
験
す
る
。
ド
イ

ツ
連
邦
文
書
館
で
、
朝
か
ら
夕
方
ま
で

史
料
と
格
闘
し
て
い
る
と
、偶
然
、チ
ェ

コ
ス
ロ
バ
キ
ア
か
ら
ロ
ン
ド
ン
に
亡
命

し
た
ド
イ
ツ
人
社
会
民
主
党
リ
ー
ダ
ー

に
つ
い
て
の
史
料
を
発
見
し
た
。

　

史
料
を
た
ど
っ
て
い
く
と
、面
白
い
事

実
が
わ
か
っ
て
き
た
。
そ
の
リ
ー
ダ
ー

は
、
ナ
チ
ス
の
ズ
デ
ー
テ
ン
占
領
を
逃

れ
て
プ
ラ
ハ
に
潜
伏
し
た
が
、
１
９
３

９
年
に
ド
イ
ツ
が
チ
ェ
コ
に
侵
攻
し
た
た

め
、ロ
ン
ド
ン
に
亡
命
せ
ざ
る
を
得
な
く

な
っ
た
。
ナ
チ
ス
政
権
期
の
ド
イ
ツ
人
亡

命
者
が
、各
地
で
ど
の
よ
う
な
活
動
を
行

い
、各
国
の
外
交
政
策
に
ど
の
よ
う
な
影

響
を
与
え
た
の
か
。
そ
の
足
跡
を
た
ど

っ
て
い
く
う
ち
に
、ド
イ
ツ
史
の「
本
流
」

か
ら
は
見
え
な
か
っ
た
こ
と
が
見
え
て

き
た
。
視
点
を
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

ー
の
側
に
ず
ら
す
こ
と
に
よ
っ

て
、知
ら
れ
ざ
る
歴
史
の
裏
側

が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
の
で

あ
る
。
そ
の
面
白
さ
に
、相
馬

氏
は
興
奮
を
禁
じ
得
な
か
っ
た
。

「
私
が
大
学
院
生
の
頃
は
社

会
史
が
全
盛
で
、個
人
よ
り
も

組
織
や
社
会
構
造
を
研
究
対

象
と
す
る
傾
向
が
あ

り
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
歳
を
と
っ
て
み

る
と
、
亡
命
者
の
伝

記
を
調
べ
る
の
が
面

白
く
て
仕
方
な
い
ん

で
す
ね
。
思
い
返
せ

ば
、10
代
の
頃
は
、
サ

マ
セ
ッ
ト
・
モ
ー
ム
や

ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
教

養
小
説
が
大
好
き
だ
っ
た
。
そ
の
時
代
を

生
き
た
人
間
の
軌
跡
を
た
ど
る
こ
と
の
面

白
さ
を
、あ
ら
た
め
て
実
感
し
て
い
ま
す
」

　

そ
う
語
る
相
馬
氏
は
、
筋
金
入
り
の

「
鉄
ち
ゃ
ん
」
で
も
あ
る
。
蒸
気
機
関

車
に
胸
と
き
め
か
せ
、
歴
史
の
深
み
に

心
震
わ
せ
た
少
年
時
代
。
そ
れ
が
、
歴

史
研
究
と
い
う
知
の
営
み
を
、
根
底
で

支
え
て
い
る
。

い
ま
し
た
。『
も
し
核
戦
争
が
起
こ
っ

て
も
、
西
ベ
ル
リ
ン
に
だ
け
は
核
兵
器

を
落
と
さ
な
い
よ
ね
、
東
ベ
ル
リ
ン
も

道
連
れ
に
な
る
か
ら
』
│
そ
ん
な
笑

い
話
も
あ
り
ま
し
た
ね
」

　

と
は
い
え
、
ド
イ
ツ
で
の
研
究
生
活

は
実
り
多
い
も
の
だ
っ
た
。
各
地
の
文

書
館
を
訪
ね
て
は
、
貴
重
な
未
公
開
史

料
を
閲
覧
。
大
学
院
で
は
、
ド
イ
ツ
人

学
生
と
議
論
を
戦
わ
せ
た
。
留
学
当
初

は
不
安
も
感
じ
た
が
、授
業
で
は
、日
本

に
い
た
頃
と
同
じ
よ
う
な
議
論
が
交
わ

さ
れ
て
い
る
。「
十
分
に
つ
い
て
い
け

る
」と
意
を
強
く
し
た
。

「
当
時
は
、
気
軽
に
は
海
外
に
行
け
な

い
時
代
。
文
書
館
で
一
次
史
料
を
見
た

り
、
授
業
で
議
論
に
参
加
し
た
り
す
る

う
ち
に
、『
自
分
も
研
究
者
と
し
て
や

っ
て
い
け
る
か
も
し
れ
な
い
』
と
感
じ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
も
う
30
歳
で

子
供
も
い
ま
し
た
か
ら
、
今
さ
ら
後
戻

り
は
で
き
な
い
。
ド
イ
ツ
で
の
２
年
間

で
、
研
究
者
と
し
て
生
き
る
覚
悟
を
固

め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
」

　

そ
の
成
果
は
、「『
労
働
協
同
体
体

制
』
の
成
立

│
ド
イ
ツ
革
命
か
ら
イ

ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
へ
」（
87
年
）
や
、「
ヴ

ァ
イ
マ
ル
共
和
国
の
労
働
者
文
化

│

研
究
の
現
状
」（
91
年
）
な
ど
、
数
々
の

論
文
に
結
実
す
る
。

利
』
を
主
張
し
、
東
欧
諸
国
と
の
関
係

改
善
を
妨
げ
ま
し
た
。
そ
れ
を
よ
う
や

く
打
破
し
た
の
は
、
１
９
６
９
年
に
政

権
に
つ
い
た
ブ
ラ
ン
ト
首
相
の
新
東
方

政
策
で
あ
り
、
国
境
線
の
最
終
的
承
認

は
ド
イ
ツ
再
統
一
ま
で
待
た
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
」

東
西
冷
戦
下
の
ベ
ル
リ
ン
で

史
料
研
究
に
没
頭

　

相
馬
氏
が
生
ま
れ
た
の
は
１
９
５
３

年
。
戦
争
の
話
を
聞
か
さ
れ
て
育
ち
、ベ

ト
ナ
ム
戦
争
が
泥
沼
化
す
る
の
を
目
の

当
た
り
に
し
な
が
ら
、
多
感
な
10
代
を

相
馬
保
夫
教
授

大
学
院
総
合
国
際
学
研
究
院 

国
際
社
会
部
門

第
２
次
世
界
大
戦
後
、中
欧
か
ら

ド
イ
ツ
系
住
民
が
根
こ
そ
ぎ
追
放
さ
れ
た
。

満
州
引
き
揚
げ
を
彷
彿
と
さ
せ
る
、

空
前
の
民
族
大
移
動
。

だ
が
そ
れ
は
、20
世
紀
前
半
の

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
国
民
国
家
形
成
、

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
問
題
と
ナ
チ
ス
に
よ
る

中
東
欧
制
覇
の
行
き
つ
く
先
で
も
あ
っ
た
。

「
も
う
１
つ
の
歴
史
」を
可
視
化
す
る
、

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
と
い
う
視
点
。

知
る
こ
と
の
無
垢
な
る
喜
び
が
、

相
馬
氏
の
歴
史
研
究
を
支
え
て
い
る
。

文
・
吉
田
燿
子　

写
真
・
竹
井
俊
晴 そ

う
ま 

や
す
お

１
９
７
８
年
東
京
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科

修
士
課
程
修
了
。

81
〜
83
年
独
ベ
ル
リ
ン
自
由
大
学
に
留
学
。

85
年
東
京
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
博
士
課
程

単
位
取
得
退
学
。鹿
児
島
大
学
教
授
を
経
て
、98
年
よ
り
現
職
。

共
著
に『
労
働
者
文
化
と
労
働
運
動

│
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
歴
史
的
経
験
』（
木
鐸
社
）な
ど
。

Interview
 w

ith Yasuo Som
a

歴
史
研
究
の
原
点
は「
感
動
」に
あ
る

博士課程のときに家族とともに
 ベルリンに留学した。

 ブランデンブルク門の前で。

〈上〉1989年のベルリンの壁
崩壊後に壁の色を再現した
ブルーノ・タウトの
集合住宅（旧東ベルリン）。
〈下〉ベルリンの国会議事堂の
屋上はドーム型のガラス張り。
政治が「透明」であるという
民主主義を表している。

研究は徐 に々マイノリティーの
 視点に変化していった。

 著書や共著、監修した本は多数。

未
知
の
現
実
を
可
視
化
す
る

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
の
視
点
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research

　

２
０
１
２
年
９
月
、
中
国
全
土
で
反

日
デ
モ
が
吹
き
荒
れ
た
こ
と
は
記
憶
に

新
し
い
。
そ
の
折
も
折
、

香
港
で
は
、
中
国
に
抗

議
す
る
大
規
模
な
デ
モ

が
行
わ
れ
て
い
た
。
新

年
度
の
教
科
書
に
、
中

国
共
産
党
を
礼
賛
す
る

記
述
が
含
ま
れ
て
い
た

た
め
、「
洗
脳
教
育
だ
」

と
の
批
判
が
高
ま
っ
た

の
だ
。

　

だ
が
、
中
国
へ
の
不

満
が
く
す
ぶ
っ
て
い
る

理
由
は
、そ
れ
だ
け
で
は

な
い
。
そ
の
１
つ
に
、中

国
本
土
か
ら
の「
越
境

出
産
」の
問
題
が
あ
る
。

「
香
港
で
生
ま
れ
た
子

供
は
、
香
港
の
永
住
権

を
取
得
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
そ
れ
を
ね
ら
っ

て
、
中
国
本
土
か
ら
妊

婦
が
大
量
に
押
し
寄
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
結
果
、
地
元
の
妊
婦
が
子
供
を
産

み
た
く
て
も
産
院
に
空
き
が
な
い
、と
い

う
問
題
が
浮
上
し
た
の
で
す
。
ま
た
、香

港
の
大
学
に
も
、外
資
系
企
業
に
入
る
足

が
か
り
を
得
よ
う
と
、中
国
全
土
か
ら
優

激
動
す
る
香
港
の
姿
を
目
の
当
た
り
に

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

「
メ
ー
カ
ー
と
下
請
け
が
系
列
化
し
て

い
た
当
時
の
日
本
と
違
い
、香
港
で
は
、

中
小
企
業
同
士
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作

り
、
互
い
に
仕
事
を
回
す
こ
と
に
よ
っ

て
多
品
種
少
量
生
産
を
実
現
し
て
い
ま

し
た
。
後
に
中
国
本
土
で
も
、
計
画
経

済
か
ら
資
本
主
義
経
済
に
転
換
す
る
過

程
で
、
家
族
や
同
業
集
団
を
中
核
と
し

た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
ま
す
。

そ
の
生
成
原
理
を
理
解
す
る
と
い
う
意

味
で
も
、
香
港
で
の
研
究
は
大
い
に
役

立
ち
ま
し
た
」

　

80
〜
90
年
代
の
香
港
は
、
ま
さ
に
改

革
開
放
後
の
中
国
を
先
取
り
す
る
存
在

だ
っ
た
。
だ
が
、
そ
の
姿
は
中
国
の
み

な
ら
ず
、
日
本
の
来
る
べ
き
未
来
を
予

告
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。

「
10
年
前
の
香
港
は
、
す
で
に
今
の
日

本
が
抱
え
る
問
題
に
直
面
し
て
い
ま
し

た
。
貧
富
の
格
差
や
少
子
高
齢
化
、
移

民
労
働
者
の
増
加
、そ
し
て
、中
国
本
土

か
ら
の
政
治
的
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

│
こ

う
し
た
問
題
に
さ
ら
さ
れ
な
が
ら
も
、

香
港
の
人
々
は
さ
ま
ざ
ま
な
顔
を
使
い

分
け
る
こ
と
で
、
し
た
た
か
に
生
き
抜

い
て
き
た
の
で
す
」

秀
な
学
生
が
集
ま
っ
て
く
る
よ
う
に
な

っ
た
。
放
っ
て
お
け
ば
、香
港
の
大
学
の

学
生
は
大
陸
出
身
者
で
占
め
ら
れ
て
し

ま
う
。
こ
う
し
た
事
態
を
受
け
て
、香
港

の
納
税
者
の
間
で
は
危
機
感
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。
と
は
い
え
、中
国
と
つ
き
あ

わ
な
け
れ
ば
、香
港
は
や
っ
て
い
け
な
い

の
も
事
実
。
香
港
も
日
本
と
同
様
、『
中

国
大
陸
と
ど
う
つ
き
あ
う
か
』
と
い
う

悩
み
に
日
々
、直
面
し
て
い
る
わ
け
で
す
」

　

デ
フ
レ
、税
と
年
金
の
一
体
改
革
、生

活
保
護
費
削
減
、
シ
ル
バ
ー
産
業
育
成

│
香
港
の
来
し
方
を
た
ど
れ
ば
、
日

本
の
行
く
末
が
見
え
て
く
る
。
そ
の
意

味
で
、香
港
は
、日
本
の
近
未
来
を
読
み

解
く
た
め
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
。
香
港
や
華
南
を
定

点
観
測
す
れ
ば
、
中
国
と
日
本
の
全
体

像
に
新
た
な
光
を
照
射
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
そ
こ
に
地
域
研
究
の
醍
醐
味
が

あ
る
、と
澤
田
氏
は
語
る
。

「
今
後
は
、
香
港
の
歴
史
に
デ
ィ
ー
プ

に
切
り
込
み
な
が
ら
、
香
港
の
地
域
研

究
を
ま
と
め
て
み
た
い
で
す
ね
。
地
域

研
究
を
し
て
い
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
人

と
交
流
し
な
が
ら
、
異
文
化
や
異
な
る

価
値
観
に
対
等
な
目
線
で
接
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
学
生
時
代
に
１
つ
の
地

域
と
と
こ
と
ん
つ
き
あ
う
こ
と
は
、
一

生
の
財
産
に
な
る
。
友
達
と
い
う
目
に

見
え
る
財
産
と
、
価
値
観
と
い
う
目
に

見
え
な
い
財
産
。
そ
の
両
方
が
手
に
入

る
の
で
す
か
ら
…
…
最
高
で
す
よ
ね
」

香
港
を
定
点
観
測
す
れ
ば

中
国
と
日
本
が
見
え
て
く
る

「
地
域
研
究
」と
い
う
豊
穣
の
世
界

て
、社
会
保
障
の
問
題
は
、ま
さ
に
国
の

未
来
を
左
右
す
る
重
大
事
案
に
ほ
か
な

ら
な
い
。
そ
ん
な
現
代
中
国
の
光
と
闇

を
、
澤
田
氏
は
一
貫
し
て
見
つ
め
続
け

て
き
た
。
そ
の
原
点
は
、
小
学
校
時
代

に
遡
る
。

『
三
国
志
』に
導
か
れ
て

中
国
語
の
世
界
へ

　

中
国
へ
の
関
心
が
芽
生
え
た
の
は
、

１
９
７
２
年
の
ニ
ク
ソ
ン
訪
中
が
き
っ

か
け
だ
。
高
校
で
は
吉
川
英
治
や
横
山

光
輝
の『
三
国
志
』に
ハ
マ
り
、
中
国
の

歴
史
活
劇
の
世
界
に
夢
中
に
な
っ
た
。

「
当
時
の
中
国
に
は
未
知
の
部
分
が
多

く
、横
山
先
生
の
漫
画
も
、明
朝
な
ど
の

文
化
や
風
俗
を
参
考
に
し
て
描
か
れ
て

い
た
。
そ
ん
な〝
美
し
い
誤
解
〞
か
ら

生
み
出
さ
れ
た
中
国
が
、
と
て
も
光
り

輝
い
て
見
え
た
の
で
す
」

　

将
来
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
た
め
、
大

阪
外
国
語
大
学（
現
・
大
阪
大
学
）
で

中
国
語
を
専
攻
。
３
年
生
の
春
休
み
研

修
で
北
京
を
訪
れ
た
澤
田
氏
は
、
初
め

て
見
る
中
国
の
現
実
に
衝
撃
を
受
け
た
。

 

２
０
０
６
年
、
南
京
市
で
起
こ
っ

た
あ
る
事
件
が
、
中
国
全
土
を

震
撼
さ
せ
た
。
転
倒
し
た
老
婦
人
を
助

け
起
こ
し
て
病
院
に
送
り
届
け
た
青
年

が
、
老
婦
人
か
ら「
自
分
を
突
き
飛
ば

し
た
張
本
人
」
と
し
て
訴
え
ら
れ
、
裁

判
所
で
７
万
９
０
０
０
元（
約
１
０
５

万
円
）
の
支
払
い
を
命
じ
ら
れ
た
の
だ
。

そ
の
後
、
中
国
各
地
で
同
様
の
事
件
が

頻
発
。
一
連
の
事
件
の
背
景
に
は
、
医

療
保
険
が
未
整
備
な
た
め
、
高
額
な
医

療
費
を
払
う
こ
と
が
で
き
な
い
庶
民
の

懐
事
情
が
あ
っ
た
。
経
済
学
者
・
澤
田

ゆ
か
り
氏
は
こ
う
語
る
。

「
中
国
で
は
、
国
営
企
業
に
勤
め
て
手

厚
い
保
険
に
守
ら
れ
て
い
る
人
も
い
れ

ば
、医
療
保
険
に
未
加
入
で
、病
気
に
な

っ
た
途
端
に
貧
困
に
突
き
落
と
さ
れ
る

人
も
い
る
。
毛
沢
東
時
代
、中
国
は〝
世

界
の
モ
デ
ル
〞
と
言
わ
れ
る
農
村
医
療

保
険
の
制
度
を
生
み
出
し
ま
し
た
。
し

か
し
、改
革
開
放
が
進
ん
だ
今
は
、貧
富

の
格
差
の
み
な
ら
ず
、
社
会
保
障
の
面

で
も
格
差
が
広
が
っ
て
い
る
の
が
実
情

で
す
」

　

13
億
の
人
口
を
抱
え
る
中
国
に
と
っ

「
当
時
の
北
京
は
、馬
車
が
走
り
、野
菜

も
早
春
に
は
白
菜
し
か
な
い
よ
う
な
時

代
。
外
国
人
専
用
の
レ
ス
ト
ラ
ン
や
ホ

テ
ル
で
は
人
民
元
が
使
え
ず
、
中
国
人

は
中
に
入
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。

こ
の
二
重
構
造
は
何
だ
ろ
う
、
と
疑
問

を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　

84
年
東
京
外
国
語
大
学
大
学
院
に
進

学
し
、
現
代
中
国
研
究
の
泰
斗
で
あ
る

中
嶋
嶺
雄
氏
の
下
で
、
中
国
の
地
域
研

究
に
取
り
組
ん
だ
。
修
論
の
テ
ー
マ
は

「
満
州
に
お
け
る
抗
日
運
動
」。
修
士
課

程
修
了
後
は
、
途
上
国
研
究
の
メ
ッ
カ

と
し
て
知
ら
れ
る
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

に
入
所
し
た
。
こ
こ
で
澤
田
氏
は
、
将

来
の
キ
ャ
リ
ア
の
起
点
と
な
る
、
貴
重

な
経
験
を
す
る
こ
と
と
な
る
。

　

折
し
も
、
85
年
の
プ
ラ
ザ
合
意
に
よ

り
、
急
速
な
円
高
が
進
行
し
て
い
た
。

語
学
力
を
買
わ
れ
、
香
港
で
円
高
の
調

査
を
任
さ
れ
た
澤
田
氏
は
、
こ
れ
を
機

に
、
香
港
と
華
南（
中
国
南
部
）の
経
済

の
研
究
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
る
。

　

89
〜
91
年
に
は
、
客
員
研
究
員
と
し

て
香
港
大
学
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
に

在
籍
。
中
国
へ
の
返
還
を
間
近
に
控
え
、

さ
わ
だ 

ゆ
か
り

１
９
８
６
年
東
京
外
国
語
大
学
大
学
院
地
域
研
究
科
を

修
了
後
、特
殊
法
人
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
に
入
所
。

89
〜
91
年
、客
員
研
究
員
と
し
て
香
港
大
学
に
在
籍
。

99
年
よ
り
東
京
外
国
語
大
学
外
国
語
学
部
助
教
授
、

２
０
０
９
年
よ
り
現
職
。

共
著
に『
高
ま
る
生
活
リ
ス
ク

│
社
会
保
障
と
医
療
』

（
岩
波
書
店
）な
ど
。

Interview
 w

ith Yukari Saw
ada

〈右〉瓜を袋に詰める農民たち。
シルクロードにつながる西北地方は
スイカやメロンの産地。
黄砂の大地ではあるが、水さえあれば
米も野菜も果物も豊富に収穫できる。
〈左〉西安市のタイル工場で働く青年。
西部大開発が始まった1993年、
内陸省の工業化の実態調査を行った。

1993年の
毛沢東ブームの頃。
毛沢東のバッチを
集めて作った中国の地図や
胸像などが展示された
博物館（西安）。

真珠の粉が原料の
漢方薬（上）。深川市で初めて
  私営企業が発行した株券（中）。
毛沢東の発言をまとめた
語録集（下）。労働者が

持ち歩いても汗に耐えられるよう
  表紙はビニール製。

澤
田
ゆ
か
り
教
授

大
学
院
総
合
国
際
学
研
究
院 

国
際
社
会
部
門

改
革
開
放
以
降
、

破
竹
の
勢
い
で
経
済
成
長
を
続
け
る
中
国
。

一
方
で
、急
激
な
変
化
に
伴
い
、

さ
ま
ざ
ま
な
社
会
問
題
も
浮
上
し
て
い
る
。

21
世
紀
の
中
国
社
会
は
、

ど
こ
へ
向
か
お
う
と
し
て
い
る
の
か
。

そ
れ
を
読
み
解
く
ヒ
ン
ト
は

香
港
に
あ
る
、と
澤
田
氏
は
語
る
。

香
港
や
華
南
の
地
域
研
究
を
通
じ
て
、

現
代
中
国
が
抱
え
る

諸
問
題
に
新
た
な
光
を
当
て
る
。

文
・
吉
田
燿
子　

写
真
・
竹
井
俊
晴
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午
後
、
ム
ス
リ
ム（
イ
ス

ラ
ー
ム
教
徒
）
は
、
モ
ス

ク
に
参
集
す
る
。
彼
ら
は
そ
こ
で
、
聖
地
メ
ッ
カ
の

方
角
に
向
か
っ
て
整
然
と
列
を
な
し
、
イ
マ
ー
ム
と

呼
ば
れ
る
礼
拝
の
先
導
者
に
合
わ
せ
て
粛
々
と
神
に

祈
り
を
捧
げ
る
。
基
本
と
な
る
４
つ
の
所
作（
直
立

礼
、
屈
折
礼
、
座
礼
、
平
伏
礼
）を
定
め
ら
れ
た
順
序

で
繰
り
返
す
礼
拝
の
集
い

│
そ
こ
に
生
じ
る
印

象
的
な
音
の
空く
う

隙げ
き

を
聴
く
。

＊　

＊　

＊

　

ア
フ
リ
カ
大
陸
西
端
の
国
、セ
ネ
ガ
ル
は
、人
口
の

お
よ
そ
９
割
が
ム
ス
リ
ム
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
私

は
、こ
の
国
を
訪
れ
る
と
、各
地
を
転
々
と
し
な
が
ら
、

モ
ス
ク
に
併
設
さ
れ
る
図
書
館
な
ど
で
書
物
を
漁
る
。

　

モ
ス
ク
は
、
人
々
の
日
常
の
生
活
空
間
の
直
中
に

あ
る
。
そ
れ
に
隣
接
す
る
図
書
館
は
、
静
粛
を
旨
と

す
る
日
本
の
図
書
館
と
は
大
分
様
子
が
異
な
り
、
何

か
と
騒
が
し
い
。
開
け
放
た
れ
た
窓
の
外
か
ら
は
、

モ
ス
ク
を
訪
れ
る
人
々
の
会
話
や
子
供
達
の
は
し
ゃ

ぐ
声
が
流
れ
込
ん
で
く
る
し
、
そ
の
窓
の
傍
を
通
り

か
か
っ
た
人
々
は
、
館
内
で
本
を
読
む
見
慣
れ
ぬ
私

に
し
ば
し
ば
声
を
か
け
て
く
る
。
と
に
も
か
く
に
も
、

そ
こ
に
は
人
間
の
活
動
が
発
す
る
音
が
充
満
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
状
況
は
、金
曜
日
の
午
後
、

ア
ザ
ー
ン
と
い
う
礼
拝
の
呼
び
か
け
が
モ
ス
ク
の
拡

声
器
か
ら
発
さ
れ
る
と
一
変
す
る
。
人
々
は
、
身
支

度
を
し
て
、
三
々
五
々
、
祈
り
の
場
へ
と
向
か
う
。

気
が
つ
く
と
、
図
書
館
か
ら
は
人
気
が
失
せ
て
い

る
。
そ
し
て
、
モ
ス
ク
へ
と
向
か
う
人
々
の
ざ
わ
め

き
は
徐
々
に
静
ま
っ
て
い
き
、
い
つ
し
か
礼
拝
の
時

と
な
る
。

「
ア
ッ
ラ
ー
フ
・
ア
ク
バ
ル
！
」（
神
は
至
大
な
り
）

│
拡
声
器
か
ら
発
さ
れ
る
鋭
く
甲
高
い
祈
り
の

声
。
そ
れ
に
合
わ
せ
て
、
イ
マ
ー
ム
の
背
後
に
列
を

な
し
た
人
々
は
、
一
斉
に
所
定
の
祈
り
の
姿
勢
へ
と

集
団
礼
拝
を

聴
く

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
所 

助
教

苅
谷
康
太

Text : K
ota K

ariya

「
聴
は
耳
声
を
待
つ
な
り
」。江
戸
時
代

の
儒
学
者
、荻
生
徂
徠
の
言
葉
と
さ
れ
る
。

何
気
な
い
日
常
の
中
で
、偶
然
あ
る
い
は

必
然
に
飛
び
込
ん
で
く
る
音
が
あ
る
。そ

の
音
は
突
然
で
劇
的
か
も
し
れ
な
い
。音

色
に
表
情
が
あ
る
の
な
ら
、人
は
耳
を
傾

け
、
そ
し
て
そ
の
音
に
隠
さ
れ
て
い
る
心

を
つ
か
ま
え
よ
う
と
す
る
だ
ろ
う
。「
聴
」。

五
感
で
受
け
止
め
た
そ
の
音
色
は
、
な
ぜ

か
時
が
経
っ
て
も
色
褪
せ
る
こ
と
は
な
く
、

深
く
心
に
刻
ま
れ
て
い
る
…
…
。

kiku

「

聴
」

か
り
や 

こ
う
た

２
０
１
０
年
３
月
東
京
大
学
大

学
院
総
合
文
化
研
究
科
地
域
文

化
研
究
専
攻
博
士
課
程
を
単
位

取
得
満
期
退
学
、
４
月
に
課
程

博
士（
学
術
）の
学
位
取
得
。専

門
は
、西
ア
フ
リ
カ
・
イ
ス
ラ
ー

ム
地
域
研
究
。著
書
に
、『
イ
ス

ラ
ー
ム
の
宗
教
的
・
知
的
連
関

網
：
ア
ラ
ビ
ア
語
著
作
か
ら
読

み
解
く
西
ア
フ
リ
カ
』（
東
京
大

学
出
版
会
、２
０
１
２
年
）な
ど
。

金
曜
日
の 1.

移
行
し
、
そ
こ
で
ぴ
た
り
と
動
き
を
止
め
る
。
そ
し

て
、次
の
祈
り
の
言
葉
が
拡
声
器
か
ら
発
さ
れ
、人
々

が
そ
の
姿
勢
を
変
え
る
ま
で
の
刹
那
、
静
寂
が
辺
り

を
包
み
込
む
。
静
止
し
た
ま
ま
、彼
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
、

定
め
ら
れ
た
祈
り
の
文
句
を
囁
い
て
い
る
の
だ
が
、

そ
の
囁
き
が
モ
ス
ク
か
ら
漏
れ
聞
こ
え
る
こ
と
は
な

い
。
人
間
の
発
す
る
音
が
完
全
に
途
絶
え
た
の
を
見

計
ら
っ
た
よ
う
に
、
目
の
前
の
道
を
歩
く
羊
が
ム
ア

ア
と
い
う
と
ぼ
け
た
鳴
き
声
を
上
げ
る
。
上
空
の
小

鳥
が
キ
キ
キ
と
囀さ
え
ず

る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
音
の
せ

い
で
、
人
々
の
祈
り
が
凝
固
す
る
瞬
間
の
こ
の
静せ
い

謐ひ
つ

は
、
辺
り
の
空
間
に

│
そ
し
て
私
の
内
側
に

│

よ
り
深
く
刻
み
つ
け
ら
れ
る
。

　

集
団
礼
拝
は
、
こ
の
音
の
空
隙
を
幾
度
か
繰
り
返

し
て
終
了
す
る
。
そ
し
て
暫
く
す
る
と
、
モ
ス
ク
か

ら
人
々
の
ざ
わ
め
き
が
流
れ
出
し
始
め
、
い
つ
も
通

り
の
音
の
空
間
が
ゆ
っ
く
り
と
復
元
さ
れ
て
い
く
の

で
あ
る
。
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１
９
８
０
年
代
の
５
年

間
を
短
大
の
日
本
語
教

師
と
し
て
す
ご
し
た
韓
国
の
テ
ジ
ョ
ン（
大
田
）は
、

鉄
道
の
駅
か
ら
発
展
し
た
町
で
、
キ
ョ
ン
サ
ン
ド
の

プ
サ
ン
方
面
に
い
く
キ
ョ
ン
ブ
ク
線
、
チ
ョ
ル
ラ
ド

の
ク
ァ
ン
ジ
ュ
（
光
州
）方
面
に
ぬ
け
る
ホ
ナ
ム
線

の
分
岐
点
に
な
っ
て
い
る
。
学
科
長
に
つ
れ
ら
れ
て
、

ご
両
親
の
お
た
く
を
訪
問
す
る
と
、
植
民
地
時
代
に

ち
い
さ
な
駅
の
駅
長
を
つ
と
め
た
こ
と
が
あ
る
と
い

う
父
君
が
、
う
た
う
の
は
何
十
年
ぶ
り
だ
と
お
っ
し

ゃ
っ
て
、
日
本
の
ふ
る
い
歌
を
う
た

っ
て
く
れ
た
こ
と
を
お
も
い
だ
す
。

　

お
し
え
は
じ
め
た
１
９
８
４
年

は
、
夜
間
外
出
禁
止
令
こ
そ
解
除
さ
れ
て
い
た
も
の

の
、軍
事
政
権
下
に
あ
り
、毎
月
一
回
、民
間
防
衛
訓

練
が
実
施
さ
れ
て
い
た
。
サ
イ
レ
ン
が
な
り
ひ
び
く

と
、通
り
に
い
る
ひ
と
は
、か
な
ら
ず
ち
か
く
の
た
て

も
の
の
な
か
に
避
難
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

北
朝
鮮
と
の
関
係
が
緊
張
し
て
い
て
、
そ
こ
ら
中

に
北
の
ス
パ
イ
を
通
報
し
た
者
に
多
額
の
報
奨
金
を

あ
た
え
る
と
い
う
ポ
ス
タ
ー
が
は
っ
て
あ
っ
た
。
公

安
当
局
の
人
間
が
学
長
と
あ
っ
て
日
本
人
講
師（
わ

た
し
の
こ
と
）に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
き
い
た
と
、
学

科
長
が
あ
と
で
は
な
し
て
く
れ
た
。
わ
た
し
の
部
屋

か
ら
毎
晩
、
な
に
か
通
信
し
て
い
る
よ
う
な
音
が
き

こ
え
る
の
で
、
不
審
に
お
も
っ
て
だ
れ
か
が
通
報
し

た
ら
し
い
。
ど
う
や
ら
ワ
ー
プ
ロ
を
う
つ
音
を
通
信

機
の
音
と
勘
違
い
し
た
よ
う
だ
。

　

韓
国
で
の
生
活
は
歌
が
う
た
え
る
の
が
基
本
だ
と

い
う
こ
と
が
、
す
ぐ
わ
か
っ
た
の
で
、当
時
、全
盛
期

に
あ
っ
た
キ
ム
・
ス
ヒ（
金
秀
姫
）
の
カ
セ
ッ
ト
を

か
っ
て
き
た
。
一
度
う
た
う
と
、
か
な
ら
ず「
ア
ン

コ
ー
ル
！
」
の
こ
え
が
あ
が
る
の
で
、
す
く
な
く
と

も
２
曲
は
お
ぼ
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
え
ら
ん
だ

の
は
、「
ノ
ム
ハ
ム
ニ
ダ（
あ
ん
ま
り
だ
わ
）」と「
モ

ン
エ（
く
び
き
）」だ
。
何
十
回
も
聴
い
て
、
完
全
に

マ
ス
タ
ー
し
た
。
わ
た
し
の
歌
を
き
い
た
同
僚
の
日

本
語
科
の
先
生
は
、
外
国
人
が
出
場
す
る
テ
レ
ビ
の

の
ど
自
慢
大
会
に
で
た
ら
い
い
と
、
真
顔
で
す
す
め

て
く
れ
た
。

　

ソ
ウ
ル
で
の
自
分
の
結
婚
式
で
、
学
生
代
表
に
す

す
め
ら
れ
る
ま
ま
、い
つ
も
の
よ
う
に
、こ
れ
ら
の
曲

を
う
た
っ
た
ら
、
大
ひ
ん
し
ゅ
く
を
か
っ
た
。
ふ
た

つ
と
も
別
離
を
う
た
っ
た
曲
だ
っ
た
の
だ
。

ラ
ド
フ
ォ
ー
ド
の

１
９
９
６
年
の『
イ

ル
・
ポ
ス
テ
ィ
ー
ノ
』
は
、
ナ
ポ
リ
沖
の
小
島
に
亡

命
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
チ
リ
の
詩
人
、
パ
ブ
ロ
・
ネ

ル
ー
ダ
の
も
と
に
郵
便
を
届
け
る
マ
リ
オ
が
、
日
々

こ
の
詩
人
と
接
す
る
な
か
で
詩
を
習
得
し
て
い
く

過
程
を
描
い
た
映
画
で
あ
る
。
こ
の
教
育
＝
学
習

の
物
語
は
そ
れ
自
体
き
わ
め
て
示
唆
的
な
物
語
で

あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
こ
の
映
画
の
な
か
の
一
情
景

を
取
り
上
げ
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
そ
れ
は
、
亡

命
生
活
を
終
え
故
国
に
戻
っ
た
ネ
ル
ー
ダ
に
向
け

て
、
こ
の
島
で
の
生
活
の
想
起
を
促
す
た
め
に
、
マ

リ
オ
が
島
の
自
然
、
生
活
の
諸
情
景
を
喚
起
す
る

様
々
な
音
の
断
片
、
た
と
え
ば
潮
騒
、
教
会
の
鐘
の

音
な
ど
を
採
録
す
る
場
面
で
あ
る
。
こ
の
場
面
を

感
動
的
な
も
の
と
し
て
い
る
の
は
言
う
ま
で
も
な

く
音
の
喚
起
力
が
何
ら
か
の
場
所
の
記
憶
に
対
し

て
強
力
に
作
用
し
う
る
と
い
う
確
信
で
あ
る
。
あ

る
同
じ
場
所
を
か
つ
て
共
有
し
た
他
者
に
対
し
て
、

こ
の
場
所
の
記
憶
の
喚
起
を
促
そ
う
と
す
る
際
、
多

く
の
場
合
、
写
真
の
よ
う
な
視
覚
的
な
イ
メ
ー
ジ
が

活
用
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
場
所
の
想

起
の
補
助
的
な
手
段
と
し
て
活
用
さ
れ
る
視
覚
的

な
イ
メ
ー
ジ
で
は
な
く
聴
覚
的
な
記
憶
に
訴
え
か

け
よ
う
と
す
る
こ
の
選
択
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、

ど
の
場
所
も
そ
れ
に
固
有
の
音
響
的
刻
印
を
帯
び

て
い
る
と
い
う
事
実
を
教
え
て
く
れ
る
。

　

カ
ナ
ダ
の
音
楽
学
者
マ
リ
ー
・
シ
ェ
ー
フ
ァ
ー
の

構
想
す
る
サ
ウ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
と
い
う
概
念
も
ま
た
、

あ
ら
ゆ
る
場
所
が
無
数
の
小
さ
な
音
に
満
ち
溢
れ
て

い
る
と
い
う
事
実
へ
の
注
目
か
ら
出
発
し
た
も
の
に

ほ
か
な
ら
ず
、
各
場
所
の
音
響
的
特
性
を
詳
細
に
記

述
す
る
試
み
を
基
礎
づ
け
よ
う
と
し
た
も
の
が
そ
の

『
世
界
の
調
律
』（
１
９
７
７
年
）
と
題
さ
れ
た
著
作

で
あ
る
。
こ
の
サ
ウ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
と
い
う
概
念
に

立
脚
し
た
マ
リ
ー
・
シ
ェ
ー
フ
ァ
ー
の
試
み
は
、
既

存
の
場
所
の
音
響
的
環
境
の
分
析
と
い
う
側
面
と
同

時
に
、
こ
の
環
境
の
デ
ザ
イ
ン
と
い
う
側
面
も
備
え

て
い
る
。
都
市
景
観
の
デ
ザ
イ
ン
作
業
が
存
在
す
る

の
と
同
じ
よ
う
に
、サ
ウ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
を
設
計
し
、

デ
ザ
イ
ン
す
る
と
い
う
企
図
は
、
と
は
い
え
一
つ
の

原
理
的
困
難
に
直
面
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
と
い
う
の

も
境
界
を
画
定
さ
れ
た
空
間
的
な
広
が
り
の
デ
ザ
イ

ン
に
対
し
て
、
音
環
境
の
デ
ザ
イ
ン
は
必
然
的
に
音

の
境
界
画
定
の
不
可
能
性
と
向
か
い
合
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
か
ら
だ
。
そ
の
と
き
、
場
所
の
実
際
の
音

響
的
特
性
に
変
更
を
加
え
る
こ
と
な
く
、
こ
の
場
所

を
異
な
っ
た
音
環
境
の
も
と
に
経
験
す
る
こ
と
を
可

能
に
す
る
と
い
う
意
味
で
、
ウ
ォ
ー
ク
マ
ン
と
い
う

装
置
は
、
も
う
一
つ
の
サ
ウ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
デ
ザ
イ

ン
の
実
践
、
そ
れ
も
ミ
ニ
マ
ル
な
実
践
の
装
置
と
考

え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

 

80
年
代
の

 

韓
国
で

 

キ
ム
・
ス
ヒ
を

 

聴
く

大
学
院
総
合
国
際
学
研
究
院 

国
際
社
会
部
門 

教
授

二
木
博
史

Text : H
iroshi Futaki

3.

マ
イ
ケ
ル
・

わ
た
し
が

ま
つ
う
ら 

ひ
さ
お

東
京
外
国
語
大
学
フ
ラ
ン
ス

語
科
卒
業
後
、
東
京
大
学
大
学

院
人
文
科
学
研
究
科
に
進
学
、

１
９
８
８
年
同
博
士
課
程
満
期

退
学
。85
年
か
ら
88
年
ま
で
パ

リ
第
一
大
学
に
留
学
。88
年
よ

り
東
京
外
国
語
大
学
に
講
師
と

し
て
勤
務
、
そ
の
後
助
教
授
を

経
て
２
０
０
２
年
よ
り
現
職
。

ふ
た
き 

ひ
ろ
し

１
９
８
４
年
、一
橋
大
学
大
学
院

社
会
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位

取
得
退
学
。専
門
は
、
モ
ン
ゴ
ル

史
。著
書
に『
モ
ン
ゴ
ル
人
の
歴

史
・
文
化
遺
産
を
さ
ぐ
る
』（
モ

ン
ゴ
ル
語
、
２
０
０
２
年
）、
共

著
にLandscapes Reflected 

in O
ld M

ongolian M
aps

（
２
０
０
５
年
）な
ど
が
あ
る
。

 
音
の

 
贈
り
物

大
学
院
総
合
国
際
学
研
究
院 

言
語
文
化
部
門 

教
授

松
浦
寿
夫

Text:H
isao M

atsuura

2.
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　異文化に惹かれたのは、高校の世界史
の授業がきっかけだ。コーランの詠唱、
祈りの情景、インドの異形の神々─初
めての映像や音に心を奪われ、いつか自
分の目で世界を見てみたい、と思った。
　東外大に進学し、ヒンディー語を専
攻。２年生のとき、毎日新聞の学生部で
取材記事を寄稿するようになった。取材
といっても旅費はすべて自腹。アルバイト
で旅費を稼ぎ、部活の合間を縫っては取
材に出かけた。震災後、旅の途中で訪
れたチェルノブイリ近郊の村が、福島県
南相馬市に放射能測定器50台を贈った
ことを知った。その村と福島で４週間に
わたる現地取材を行い、ウクライナと日本
を結ぶ25年間の絆を明らかにした。
　酒井さんが休学して世界放浪の旅に
出たのは、2012年の春のことだ。
 「このまま就職すれば、企業の価値観に
染まってしまう。そうなる前に、自分の目
で嫌というほど世界を見て回り、自分の頭
で考えたいと思ったんです」
　馬飼いの老人、流浪する山の民、都市
の移民や同性愛者─その土地に根ざ
して生きる人たちと出会いたい。そう思
い、あえて留学という常道は選ばなかっ
た。現地で出会った人の伝

つ

手
て

をたどり、
家に泊めてもらいながら、ユーラシア大陸
を陸路で移動。行く先 で々テーマを探し
ながら、ヨーロッパ・中東・南アジアの18
カ国を１人で旅した。
 「最初は、自分が見たことに意味や理由
を探していたけれど、理解できないことが
ほとんどでした。わかったのは、ルール
や基準が変われば、善悪や美醜の基準
も変わるということ。でも、安易な意味づ
けはしたくないんです。一番大事なこと
は、見てきたこと全部を忘れないこと」
　将来は人の想像力に働きかける仕事を
したい、と語る酒井さん。今は就職活動
を控え、進路を模索中だという。
 「東外大は、世界の広さを実感できる場
所。失敗を恐れず、心が動くものを大事
にして、飛び込んでほしいですね」 

〈1〉旅のお土産は軽くてかさばらないので
ストールにしている。

模様にその土地の個性が表れる。
 〈2〉感じたこと、気がついたことを書きとめた

日記帳は数十冊に及ぶ。
 〈3〉心と体の健康のためヨガは欠かせない。

軟体動物のような柔軟性。
 〈4〉同じ国でも土地が変わるだけで

別世界になる。
標高3800mの地を流浪する
カシミールの家族と。

Yukari Sakai
2010年東京外国語大学入学。
2012年３月～８月、自分の目で世界を見るために
ヨーロッパ・中東・南アジアの18カ国を放浪した。
毎日新聞学生部の執筆者としても活躍中。
空手二段。埼玉県出身。

Influential Face

歴史を刻む
在学生

Text by 
Yoko Yoshida

Photo by 
Misato Iwasaki

興味を持って
 働きかければ、
 人は導いてくれる。

「

世
界
を
こ
の
目
で
見
て
み
た
い
」   

酒
井
友
花
里 

ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
専
攻　

４
年

1

2

3

4

26GLOBE Voice 2013, Number 7GLOBE Voice 2013, Number 727

GV_No7_在学生.indd   26-27 13.2.28   4:08:11 PM



Tokyo University of  Foreign Studies

GLOBE Voice

News

ポ
ー
ラ
ン
ド
人
に
初
め
て
接

し
た
の
は
、学
生
時
代
、
ロ

シ
ア
語
通
訳
の
ア
ル
バ
イ
ト
と
し

て
、
重
量
挙
げ
選
手
団
の
世
話
を

し
た
と
き
で
す
。
試
合
後
、
都
内

を
案
内
し
、
開
催
中
の
大
阪
万
博

に
も
引
率
し
ま
し
た
。
彼
ら
が
話

す
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
の
シ
ュ
ー
音
が
、

ロ
シ
ア
語
よ
り
ず
っ
と
強
烈
に
聞

こ
え
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

実
は
、
ゴ
ー
リ
キ
ー
の
寓
話
に

登
場
す
る
イ
ゼ
ル
ギ
リ
婆
さ
ん
も

同
じ
印
象
を
抱
い
た
よ
う
で
、
ポ

ー
ラ
ン
ド
で
の
男
性
遍
歴
を
こ
ん

な
ふ
う
に
語
り
ま
す
。

「
あ
た
し
ゃ
あ
い
つ
ら
の
蛇
の
よ

高
校
卒
業
後
、
道
草
を
食
い

な
が
ら
も
ベ
ト
ナ
ム
と
出

会
い
ま
し
た
。
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
を

理
由
に
挙
げ
る
こ
と
も
で
き
ま
す

が
、
や
は
り「
偶
然
」の
結
果
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
せ
い
か
、

学
部
生
の
と
き
は
ベ
ト
ナ
ム
語
の

成
績
は
振
る
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

家
で
小
説
を
読
ん
で
過
ご
し
て
い

た
こ
と
も
理
由
の
１
つ
で
す
。
文

学
の
面
白
さ
に
気
づ
い
た（
と
思

う
）頃
に
は
、
同
期
生
は
す
で
に

卒
業
し
、
１
人
取
り
残
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
後
、
大
学
院
で
ベ

ト
ナ
ム
古
典
文
学
を
胃
の
痛
み
に

耐
え
な
が
ら
じ
っ
く
り
と
勉
強
で

私
が
大
学
１
年
の
と
き
、
竹

之
下
休
藏
教
授
の
体
育
社

会
学
の
講
義（
１
９
６
７
年
）で
、

文
化
と
し
て
の
遊
戯
と
は
何
か
を

追
求
し
た
、
ホ
イ
ジ
ン
ガ
の『
ホ

モ
・
ル
ー
デ
ン
ス
』を
知
り
ま
し
た
。

　

外
語
大
に
着
任
し
た
の
は
１
９

７
５
年
で
し
た
。
当
時
の
担
当
は

「
一
般
体
育
」で
し
た
が
、
学
内
改

革（
１
９
９
５
年
）に
よ
っ
て「
専

修
専
門
科
目（
ス
ポ
ー
ツ
経
営

学
）」も
担
当
す
る
よ
う
に
な
り
、

２
０
１
３
年
３
月
末
で
定
年
退
職

し
ま
す
。
こ
の
間
、「
ヒ
ト
は
な

ぜ
ス
ポ
ー
ツ
を
行
う
の
か
」「
ス
ポ

ー
ツ
に
何
を
求
め
て
い
る
の
か
」

 

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
の
東
ア
ジ
ア

図
書
館
で
調
査
し
て
い
る
と
、

女
性
が
声
を
か
け
て
き
ま
し
た
。

　

外
大
の
卒
業
生
で
す
。
メ
ー
ル

を
お
や
り
に
な
る
の
な
ら
、
私
の

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

２
０
０
１
年
５
月
24
日
か
翌
日

の
こ
と
で
す
。
ハ
ワ
イ
大
学
か
ら

コ
ロ
ラ
ド
州
デ
ン
バ
ー
を
経
て
の

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
到
着
直
後
で
し
た
。

　

１
９
３
１
年
以
降
、
同
大
学
で

日
本
学
を
開
講
し
た
角
田
柳
作
を

調
べ
て
い
ま
し
た
。
サ
イ
デ
ン
ス

テ
ッ
カ
ー
、
ド
ナ
ル
ド
＝
キ
ー
ン

も
、
角
田
の
学
生
で
し
た
。

　

声
を
か
け
て
く
れ
た
の
は
外
大

 お世話になりました。
退任する先生たちからの

「手紙」

阿保雅行
ABO Masayuki

大学院総合国際学研究院
言語文化部門
（スポーツ身体文化科目、スポーツ経営学）
教授

内海 孝
UTSUMI Takashi

留学生日本語教育センター
教授

石井哲士朗
ISHII Tetsushiro

大学院総合国際学研究院
言語文化部門（ポーランド語）
教授

川口健一
KAWAGUCHI Kenichi

大学院総合国際学研究院
言語文化部門（ベトナム文学）
教授

う
な
言
葉
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

年
中
、
シ
ュ
ー
シ
ュ
ー
言
っ
て
い

る
の
さ
。
何
を
シ
ュ
ー
シ
ュ
ー
言

っ
て
い
る
の
か
ね
。
あ
り
ゃ
神
様

が
、
あ
い
つ
ら
が
う
そ
つ
き
だ
か

ら
あ
ん
な
蛇
語
を
与
え
た
の
さ
」。

後
に
本
腰
を
入
れ
て
ポ
ー
ラ
ン
ド

語
を
学
び
始
め
て
気
づ
い
た
こ
と

は
、
シ
ュ
ー
音
の
強
さ
だ
け
で
は

な
く
、
文
法
が
ロ
シ
ア
語
に
輪
を

か
け
て
奇
怪
千
万
な
こ
と
で
し
た
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
人
が
み
な
う
そ
つ
き

と
い
う
の
は
ま
っ
た
く
の
中
傷
で

す
が
、
彼
ら
の
言
葉
が
蛇
の
如
し

と
い
う
形
容
は
、
的
を
得
て
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

き
た
の
は
と
て
も
幸
運
で
し
た
。

　

外
語
大
で
の
長
い
教
員
生
活
で
、

活
力
あ
ふ
れ
る
若
い
学
生
諸
君
か

ら
さ
ま
ざ
ま
な
刺
激
を
受
け
、
貴

重
な
思
い
出
が
た
く
さ
ん
残
り
ま

し
た
。
１
つ
残
念
だ
っ
た
こ
と
は

在
外
研
究
中
に
ハ
ノ
イ
で
交
通
事

故
に
遭
っ
た
こ
と
で
す
。
左
足
に

人
工
骨
が
入
り
、
行
動
が
制
限
を

受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

同
僚
の
諸
先
生
、
職
員
の
み
な

さ
ま
に
支
え
ら
れ
、
無
事
勤
め
を

果
た
す
こ
と
が
で
き
、
嬉
し
く
思

い
ま
す
。
い
く
つ
か
宿
題
が
残
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
取
り
組

ん
で
い
く
所
存
で
す
。

「
ス
ポ
ー
ツ
と
体
育
と
は
何
か
」

「
学
業（
勉
強
）と
ス
ポ
ー
ツ
の
両

立
は
可
能
か
」「
社
会
に
お
け
る
ス

ポ
ー
ツ
の
意
義
と
は
何
か
」「
ス
ポ

ー
ツ
の
順
機
能
を
生
起
さ
せ
る
シ

ス
テ
ム
は
何
か
」な
ど
に
つ
い
て
、

学
生
に
課
題
を
提
起
し
て
一
緒
に

考
え
て
き
た
つ
も
り
で
す
。

　

国
内
外
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
や
教

育
機
関
の
理
念
は
、
個
人
の
心
身

の
発
達
と
社
会
の
発
展
に
寄
与
す

る
こ
と
が
基
本
的
に
挙
げ
ら
れ
て

お
り
ま
す
。
ホ
イ
ジ
ン
ガ
の
視
点

は
そ
の
理
念
を
達
成
す
る
た
め
の

重
要
な
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ
る

と
思
い
ま
す
。

を
卒
業
後
、
オ
ハ
イ
オ
大
学
院
で

修
士
課
程
を
終
え
て
、
東
ア
ジ
ア

図
書
館
で
働
き
は
じ
め
た
ば
か
り

の
黒
澤
美
恵
子
さ
ん
で
す
。

　

２
０
１
２
年
秋
、
エ
ー
ル
大
学

か
ら
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
東

ア
ジ
ア
図
書
館
に
移
っ
た
と
連
絡

を
う
け
ま
し
た
。

　

そ
れ
は
東
ア
ジ
ア
研
究
部
門
が

縮
小
化
す
る
ア
メ
リ
カ
の
現
状
下

で
、
拡
充
す
る
同
大
学
東
ア
ジ
ア

図
書
館
が
彼
女
の
才
覚
と
専
門
性

を
い
か
に
高
く
評
価
し
て
い
る
か

を
あ
ら
わ
し
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
と
司
書
を
こ
な
す
黒
澤

さ
ん
を
今
後
も
応
援
し
た
い
。

◉お薦めの１冊
『ホモ・ルーデンス』
中公文庫
ホイジンガ（著）
高橋英夫（翻訳）
一言……「ヒトはなぜス
ポーツを行うのか、スポー
ツに何を求めているのか
などについてハッと気づか
される一冊です」

◉お薦めの１冊
『族譜・李朝残影』
岩波現代文庫
梶山季之（著）
一言……「著者に会った
ことはない。だが、ハワイ
大学の梶山文庫の質量
に驚いた。その驚きと著
者の想念が私をして、こ
の作品集を企画させた」

◉お薦めの１冊
『アンナ先生の
言語学入門』
東京外国語大学出版会
アンナ・ヴェジビツカ（著）
一言……「目から鱗！　
言葉のおもしろさはもちろ
ん、言語学の基礎が学
べる一冊です」

◉お薦めの１冊
『文化と歴史』
創文社
フィリプ・バグビー（著）
山本新・堤彪（訳）
一言……「文化と歴史
をめぐる基礎概念を入念
に考察した比較文化の入
門書」
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ロ
シ
ア
で
は
旅
立
ち
を
見
送
る

際
、
旅
立
つ
者
、
見
送
る
者

が
ワ
イ
ン
や
ウ
オ
ッ
カ
で
乾
杯
し

ま
す
。
こ
の
最
後
の
一
杯
を「
パ

サ
シ
ョ
ッ
ク
」
と
い
い
、
旅
路
の

平
安
を
祈
っ
て「
ナ
・
パ
サ
シ
ョ

ッ
ク
！
」と
乾
杯
し
ま
す
。

　

元
に
な
る
単
語「
ポ
ー
サ
フ
」

は
杖
、
旅
人
の
杖
で
す（
高
位
聖

職
者
の
錫
杖
の
意
味
も
）。
語
源

を
た
ど
る
と
、
大
地
を
耕
し
た
農

具「
ソ
ハ
ー
（
犂す
き

）」に
も
つ
な
が

り
ま
す
。
杖
を
手
に
ロ
シ
ア
の
大

地
を
踏
み
し
め
た
巡
礼
の
人
々
な

ど
、
ロ
シ
ア
の
文
化
的
伝
統
に
根

差
し
た
味
わ
い
深
い
言
葉
で
す
。

20
年
前
、
私
は
ロ
シ
ア
・
東

欧
学
科
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
専

攻
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
文
化
を
担
当
す

る
教
官
と
し
て
外
大
に
着
任
し
ま

し
た
。
確
か
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
留

学
し
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
文
化
を
勉
強

し
た
私
で
し
た
が
、
ま
さ
か
日
本

に
も
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
言
語
や
文
化

を
専
門
的
に
教
え
る
コ
ー
ス
が
で

き
る
と
は
夢
に
も
思
っ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
こ
れ
で
よ
う
や
く
、

自
分
が
勉
強
し
た
こ
と
を
社
会
に

還
元
で
き
る
と
思
い
、
そ
れ
は
は

り
き
っ
て
仕
事
を
始
め
ま
し
た
。

　

思
い
出
は
さ
ま
ざ
ま
あ
り
ま
す

が
、
１
年
次
の
地
域
基
礎
合
宿
、

言
語
構
造
は
？　

フ
ラ
ン
ス

語
体
系
の
中
核
は
？　

と

考
え
て
い
る
と
四
半
世
紀
は
光
陰

矢
の
如
し
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ

ほ
ど
見
え
て
は
き
ま
せ
ん
。
生
物

言
語
学
と
い
う
名
称
に
も
う
か
が

え
る
よ
う
に
言
語
と
脳
神
経
細
胞

間
の
あ
る
い
は
Ｄ
Ｎ
Ａ
と
の
つ
な

が
り
も
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。

「
言
語
学
は
記
号
全
般
の
研
究
と

し
て
の
記
号
論
の
一
部
を
な
し
、

記
号
論
は
一
般
心
理
学
に
含
ま
れ

る
」と
の
構
想
はSaussure

（
ソ

シ
ュ
ー
ル
）の
言
葉
で
す
。
心
理

学
が
生
物
学
に
還
元
さ
れ
る
、
と

関口時正
SEKIGUCHI Tokimasa

大学院総合国際学研究院
言語文化部門（ポーランド文化）
教授

敦賀陽一郎
TSURUGA Yoichiro

大学院総合国際学研究院
言語文化部門（フランス語）
教授

髙橋淸治
TAKAHASHI Seiji

大学院総合国際学研究院
国際社会部門（ロシア史）
教授

　

こ
こ
数
年
、
卒
業
式
で
ロ
シ
ア

語
で
の
卒
業
祝
い
と
し
て
、
こ
の

ロ
シ
ア
風
の
乾
杯
で
卒
業
生
の
皆

さ
ん
を
送
っ
て
き
ま
し
た
。
今
年

は
私
も
旅
立
つ
側
に
な
り
ま
す
。

　

言
う
ま
で
も
な
く
改
革
は
最

初
の
４
年
が
過
ぎ
た
と
こ
ろ
で
、

評
価
を
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
学
生
と
し
て
立
ち
会
っ

て
い
る
皆
さ
ん
の
日
々
の
歩
み

が
、
改
革
の
内
実
を
創
り
出
し
て

い
く
の
で
す
。

　

そ
れ
で
は
、
皆
さ
ん
の
今
後
の

力
強
い
歩
み
と
充
実
し
た
学
生
生

活
も
祈
っ
て
、「
ナ
・
パ
サ
シ
ョ

ッ
ク
！
」。

２
・
３
年
次
の
ゼ
ミ
合
宿
そ
し
て

４
年
次
の
卒
論
合
宿
と
、
毎
年
の

よ
う
に
一
緒
に
出
か
け
て
勉
強
を

し
た
学
年
の
み
な
さ
ん
と
の
交
流

は
今
で
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

こ
の
５
年
間
で
す
っ
か
り
軌
道
に

乗
っ
た
日
本
、韓
国
、中
国
の
ポ
ー

ラ
ン
ド
学
科
の
交
流
も
、
本
当
に

や
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
え
る
事
業

で
す
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
政
府
の
留
学

奨
学
金
は
大
学
院
レ
べ
ル
し
か
な

か
っ
た
と
こ
ろ
、
学
部
生
に
対
し

て
も
支
給
し
て
ほ
し
い
と
運
動
し

て
、
毎
年
６
人
の
外
大
生
が
１
年

間
留
学
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の

も
嬉
し
い
こ
と
で
し
た
。

い
う
の
はPiaget

（
ピ
ア
ジ
ェ
）

の
言
で
す
。
ま
た
、
自
然
科
学
は

最
終
的
に
は
物
理
学
に
還
元
さ
れ

る
と
も
言
わ
れ
ま
す
。

　

言
語
能
力
は
人
類
の
起
源
と
直

結
し
人
間
の
心
・
体
と
結
び
つ
い

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
孤
立
し
た

個
の
内
部
と
だ
け
で
は
な
く
て
個

と
個
の
間
の
関
係
と
の
関
連
で
進

展
し
て
行
く
よ
う
に
思
え
ま
す
。

個
の
基
盤
の
問
題
で
あ
り
、
複
数

の
個
の
間
の
問
題
で
も
あ
り
ま
す
。

　

数
百
万
年
に
も
わ
た
る
人
間
と

言
語
機
能
の
進
化
と
を
前
に
す
る

と
、
更
な
る
一
世
紀
で
さ
え
矢
の

如
し
で
し
ょ
う
。

◉お薦めの１冊
『英訳新約聖書』
一言……「世界の文化
や政治を勉強する上で聖
書は必読書」

◉お薦めの１冊
『生物学と認識』
J. ピアジェ（著）
一言……「身体・脳、認
識・言語能力が如何に形
成され進化するかを問う」

◉お薦めの１冊
『ロシア貴族』
筑摩書房
Yu.M.ロートマン（著）
桑野隆、望月哲男、渡辺
雅司（訳）
一言……「文化記号論
によってロシア史に切り込
んだロートマンの考察の
検討を」

東京外国語大学出版会刊行の注目の２冊

　批評家スーザン・ソンタグによって
「ラテンアメリカ最高の作家だ」と評さ
れたブラジルの文豪マシャード・ジ・
アシス。武田千香教授は、そのマシャ
ードの最高傑作『ブラス・クーバスの

死後の回想』の物語世界を、独自の視
点で詳細に読み解き、その本質に迫り
ます。今後ますます注目される「ブラ
ジル」を、人・社会・文化という観点か
らも考察した渾身の一冊です。

『千鳥足の弁証法─マシャード文学から読み解くブラジル世界』

　本書は、中華民国の外交官を務め
た中国外交史研究のパイオニアであ
る著者が、アヘン戦争から抗日戦争
初期までの歴史を生き生きと描いた古
典的歴史書（初版1938年）です。これ

はまた、現在の中国情勢と中国近現
代史の理解に大きな光をあてる深い世
界認識と斬新な歴史研究であり、訳
者である佐藤公彦教授による詳しい
解題も読みどころです。

『中国近代史』
蒋廷黻 著
佐藤公彦 訳

2012年11月15日発行
四六判／上製／272頁
定価2,625円（税込）

武田千香 著
2013年3月15日発行
四六判／上製／328頁
定価2,940円（税込）

写真・山崎亜沙子／竹井俊晴

 お世話になりました。
退任する先生たちからの

「手紙」
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本
誌
記
事
、写
真
、イ
ラ
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ト
な
ど
の
無
断
転
載
を
禁
じ
ま
す
。

〈
編
集
後
記
〉 

本
誌
に
４
度
目
の
春
が

め
ぐ
っ
て
き
た
。定
期
刊
行
物
と
な
っ

て
第
一
期
７
号
分
の
企
画
編
集
に
携

わ
っ
て
み
て
、
東
外
大
の
学
生
、
卒
業

生
、
教
職
員
は
も
ち
ろ
ん
、
さ
ま
ざ
ま

な
か
た
ち
で
関
わ
り
を
も
つ
人
び
と

の
表
情
の
ゆ
た
か
さ
を
、
毎
号
目
の
当

た
り
に
し
て
、
そ
の
度
こ
ち
ら
ま
で
ゆ

た
か
な
気
分
に
な
っ
た
。４
月
か
ら
は

新
学
長
の
も
と
、
東
外
大
の
ひ
と
も
組

織
も
、
そ
し
て
本
誌
も
あ
ら
た
な
航
海

に
出
る
。前
途
洋
々
た
る
こ
と
を
祈
る
。

（
編
集
子
）
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